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アドミッション・ポリシー（入学者の受け入れ方針）

東北芸術工科大学は「藝術立国」という理念のもと、“人と自然を思いやる想像力と、社会を変

革する創造力を身につけ、自らの意思で未来を切り開くことができる人材の育成”を教育目標

としています。芸術学部及びデザイン工学部の入学者選抜では、それぞれの専門領域に即して

多面的・総合的に評価するために、次の観点から入学希望者を募集します。

①芸術やデザインに興味と熱意を持つ人

②高等学校までの学習および経験により培われた基本的な知識を持ち、主体的に学修できる人

③社会に興味を持ち、仲間とともに切磋琢磨して成長できる人

芸術学部

芸術は、美を求める純粋な心と知に基づくものであり、

人々に夢や希望を与え、新たな価値を生み出す力があります。

多様性を学び取る柔軟な姿勢と、自らの創造力や感性を粘り強く磨き続ける意志を身につけ、

芸術の力を社会の真の豊かさに向けて活かそうとする入学希望者を求めます。

デザイン工学部

デザインとは、見た目を装飾するだけではなく、今や「デザイン思考」として、

人間社会の改善や進化に必要不可欠な技術となっています。

自己表現や趣味にとどまらず、広く社会をイメージし、何のためにデザインを活用するべきなのか。

モノやコトに対するデザインを学び、社会に積極参加しようとする入学希望者を求めます。

月 日 曜日 時間（予定） 都市 会場 受験生作品等の展示あり
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23 火 15:00 -18 :30 青 森 リンクステーションホール青森

26 金 13:00 -18 :30 山 形 山形国際ホテル

27 土 11:00 -17:30 山 形 山形テルサ ★
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9 木 14:30 -18 :30 八 戸 八戸グランドホテル

10 金 15:00 -18 :30 秋 田 秋田アルヴェ

11 土 13:00 -16 :30 新 宿 新宿 NSビル ★

13 月 15:00 -19 :00 盛 岡 メトロポリタン盛岡 NEW WING

14 火 15:00 -18 :30 盛 岡 メトロポリタン盛岡 NEW WING

15 水 13:30 -18 :30 仙 台 仙台サンプラザ

15 水 13:30 -18 :00 山 形 ホテルメトロポリタン山形

16 木 15:00 -18 :30 郡 山 ビッグパレットふくしま

17 金 15:30 -18 :30 弘 前 アートホテル弘前シティ

18 土 13:00-16:00 青 森 リンクステーションホール青森

18 土 13:00-16:30 宇 都 宮 マロニエプラザ ★
19 日 12:30-15:30 仙 台 仙台国際センター ★

20 月 15:00-19:00 仙 台 アエル

26 日 13:00-16:30 仙 台 せんだいメディアテーク ★
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1 土 12:30 -15:30 秋 田 秋田アルヴェ ★

1 土 13:00 -16 :30 津 田 沼 習志野文化ホール ★

6 木 12:30 -17:30 郡 山 ビッグパレットふくしま

8 土 10 :00 -17:00 東 京 ビッグサイト

9 日 12:30 -16 :00 大 宮 大宮ソニックシティ ★

10 月 15:30 -18 :30 八 戸 プラザアーバンホール

11 火 14:00 -18 :30 福 島 ザ・セレクトン福島

21 金 15:30 -18 :00 酒 田 酒田市総合文化センター

22 土 13:00 -16 :00 山 形 山形テルサ

24 月 15:00 -18 :30 仙 台 仙台サンプラザホール

26 水 13:00 -17:30 盛 岡 盛岡 タカヤアリーナ
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6 土 12:00 -17:00 静 岡 ツインメッセ静岡 ★

7 日 12:30 -15:30 新 潟 新潟日報メディアシップ ★

7 日 13:00 -17:00 那 覇 沖縄産業支援センター

8 月 13:00 -17:30 山 形 ホテルメトロポリタン山形

10 水 10 :00 -18 :00 新 潟 産業振興センター

16 火 13:00 -16 :30 仙 台 仙台国際センター

29 月 13:00 -16 :30 長 野 メルパルク長野 ★

8 6 火 13:00 -17:00 札 幌 ホテル札幌ガーデンパレス ★

※詳細については、変更になる場合がありますので、必ず本学ホームページでご確認ください。

春のオープンキャンパス　5月25日（土）　　　　　　　
夏のオープンキャンパス　7月27日（土）・28日（日）　

BUS

学科・コースの説明や施設見学はもちろん、作品展示やワークショップなどの体験イベントももりだくさん！
各都市から無料送迎バスも運行！進路を決めた人も、考え中の人も必ず参加して欲しいビッグイベントです！
オープンキャンパスで、芸工大をとことん楽しんでください！！

東北芸術工科大学　入試課　〒990-9530　山形市上桜田 3-4-5　
Ｅ-mail：nyushi@aga.tuad.ac.jp　［ 高校生・受験生 専用ダイヤル ］TEL:0120-27-8160   FAX:0120-57-2154   http://www.tuad.ac.jp

@tuad

LINEの「友だち追加」から
「ID検索」で
登録してください。

年度進学相談会＆オープンキャンパス2019
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2019 年度入学試験結果データ

■アドミッション・オフィス入学試験

受験倍率
（a） / （b）

入学者数合格者数
（b）

受験者数
（a）

志願者数募集人員学科・コース

1.4150150215216127芸術学部
1.52121323213文化財保存修復学科
1.11414161613歴史遺産学科
1.4898912612779美術科
1.622223636－日本画コ－ス
1.726264546－洋画コ－ス
1.5881212－版画コ－ス
1.06666－彫刻コ－ス
1.014141414－工芸コ－ス
1.04444－テキスタイルコ－ス
1.09999－総合美術コ－ス
1.62626414122文芸学科
1.6182182289291169デザイン工学部
1.13838414132プロダクトデザイン学科
1.62222363622建築・環境デザイン学科
2.4424210010141グラフィックデザイン学科

1.43535495032映像学科
1.53030444426企画構想学科
1.31515191916コミュニティデザイン学科

1.5332332504507296全学計

■自己推薦入学試験（Ａ／Ｂ）
（社会人・シニア特別選抜試験（Ａ日程）・指定校推薦入学試験を含む）

受験倍率
（a） / （b）

入学者数合格者数
（b）

受験者数
（a）

志願者数募集人員学科・コース

3.1689830830956芸術学部
12.32337373文化財保存修復学科
1.6121422226歴史遺産学科
2.8477320120240美術科
2.37102323－日本画コ－ス
1.815193535－洋画コ－ス
7.7332323－版画コ－ス
5.8442323－彫刻コ－ス
2.87154243－工芸コ－ス
2.6271818－テキスタイルコ－ス
2.59153737－総合美術コ－ス
6.07848487文芸学科
3.49012943543671デザイン工学部
3.81121808013プロダクトデザイン学科
2.92324707014建築・環境デザイン学科
4.71521989814グラフィックデザイン学科

2.41826636414映像学科
5.51316888810企画構想学科
1.7102136366コミュニティデザイン学科

3.3158227743745127全学計
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■デッサン特別選抜試験

受験倍率
（a） / （b）

入学者数合格者数
（b）

受験者数
（a）

志願者数募集人員学科・コース

12.0233636

若干名

芸術学部
－0033文化財保存修復学科
－0000歴史遺産学科

11.0233333美術科
9.00199日本画コース
－0099洋画コース
－0033版画コース
2.02244彫刻コース
－0055工芸コース
－0000テキスタイルコース
－0033総合美術コース

14.5022932デザイン工学部
－0089プロダクトデザイン学科
－0034建築・環境デザイン学科
－0089グラフィックデザイン学科

－0044映像学科
4.00144企画構想学科
2.00122コミュニティデザイン学科

13.0256568全学計
※文芸学科は募集がありません。

■小論文特別選抜試験

受験倍率
（a）/（b）

入学者数合格者数
（b）

受験者数
（a）

志願者数募集人員学科・コース

3.2461921

若干名

芸術学部
2.01123文化財保存修復学科
3.01133歴史遺産学科
1.71356美術科
－0000版画コース
1.00112彫刻コース
3.00133工芸コース
－0000テキスタイルコース
1.01111総合美術コース
9.01199文芸学科
10.7133232デザイン工学部
－0066プロダクトデザイン学科
－0033建築・環境デザイン学科
－0055グラフィックデザイン学科
－0077映像学科
4.51299企画構想学科
2.00122コミュニティデザイン学科

5.7595153全学計
※美術科日本画コース、美術科洋画コースは募集がありません。



5

■面接型特別選抜試験
（全国高校生デザイン選手権大会特別選抜試験を含む）

受験倍率
（a） / （b）

入学者数合格者数
（b）

受験者数
（a）

志願者数募集人員学科・コース

5.8263537

若干名

芸術学部
2.00123文化財保存修復学科
－0011歴史遺産学科
4.8252425美術科
3.01133日本画コース
4.01144洋画コース
－0044版画コース
3.00134彫刻コース
3.00266工芸コース
－0000テキスタイルコース
－0044総合美術コース
－0088文芸学科
6.6474649デザイン工学部
11.0011112プロダクトデザイン学科
－0056建築・環境デザイン学科

12.0111213グラフィックデザイン学科

5.01155映像学科
5.0121010企画構想学科
1.51233コミュニティデザイン学科

6.26138186全学計

■一般入学試験［前期］（社会人・シニア特別選抜試験（Ｂ日程）、外国人留学生特別選抜試験を含む）

受験倍率
（a） / （b）

入学者数合格者数
（b）

受験者数
（a）

志願者数募集人員学科・コース

2.8215114414571芸術学部
16.01116168文化財保存修復学科
1.9812232311歴史遺産学科
2.71030808141美術科
1.94101920－日本画コース
4.7031414－洋画コース
2.50255－版画コース
2.32377－彫刻コース
2.2161313－工芸コース
2.0251010－テキスタイルコース
12.0111212－総合美術コース
3.128252511文芸学科
10.1153030230672デザイン工学部
9.137646515プロダクトデザイン学科
13.723414114建築・環境デザイン学科
8.969808111グラフィックデザイン学科

10.036606114映像学科
38.001383912企画構想学科
4.81419196コミュニティデザイン学科

5.53681446451143全学計
※募集人員は一般入学試験 （前期）、大学入試センタ－利用入試 （１科目利用）、及び大学入試センタ－利用入試 （２科目利用前期）を合算
した募集人員。
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■一般入学試験［専願型］

受験倍率
（a） / （b）

入学者数合格者数
（b）

受験者数
（a）

志願者数募集人員学科・コース

2.077141415芸術学部
1.522332文化財保存修復学科
1.011112歴史遺産学科
2.344999美術科
－0000－日本画コース
3.01133－洋画コース
－0022－版画コース
－0000－彫刻コース
1.01111－工芸コース
1.01111－テキスタイルコース
2.01122－総合美術コース
－00112文芸学科
1.999171812デザイン工学部
2.522552プロダクトデザイン学科
2.522562建築・環境デザイン学科
2.022442グラフィックデザイン学科

－00002映像学科
1.022222企画構想学科
1.011112コミュニティデザイン学科

1.91616313227全学計

■大学入試センター試験利用入学試験［１科目利用］

受験倍率
（a） / （b）

入学者数合格者数
（b）

受験者数
（a）

志願者数募集人員学科・コース

2.7166216516571芸術学部
17.00117178文化財保存修復学科
2.835141411歴史遺産学科
2.2105211611641美術科
1.42273737－日本画コース
2.1381717－洋画コース
5.5221111－版画コース
3.00399－彫刻コース
2.7161616－工芸コース
1.7261010－テキスタイルコース
－001616－総合美術コース
4.534181811文芸学科
8.832219419472デザイン工学部
8.016484815プロダクトデザイン学科
22.001222214建築・環境デザイン学科
11.405575711グラフィックデザイン学科

6.016363614映像学科
21.011212112企画構想学科
3.30310106コミュニティデザイン学科

4.31984359359143全学計
※募集人員は一般入学試験 （前期）、大学入試センタ－利用入試 （１科目利用）、及び大学入試センタ－利用入試（２科目利用前期）を合算
した募集人員。
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■大学入試センター試験利用入学試験［２科目利用前期］

受験倍率
（a） / （b）

入学者数合格者数
（b）

受験者数
（a）

志願者数募集人員学科・コース

7.152618518571芸術学部
46.00146468文化財保存修復学科
6.118494911歴史遺産学科
4.8111535341美術科
5.00155－版画コース
－0088－彫刻コース
3.4151717－工芸コース
2.00488－テキスタイルコース
15.0011515－総合美術コース
6.236373711文芸学科
8.5134538338372デザイン工学部
13.526818115プロダクトデザイン学科
17.004686814建築・環境デザイン学科
17.815898911グラフィックデザイン学科

5.4210545414映像学科
24.012484812企画構想学科
2.471843436コミュニティデザイン学科

8.01871568568143全学計
※募集人員は一般入学試験 （前期）、大学入試センタ－利用入試 （１科目利用）、及び大学入試センタ－利用入試 （２科目利用前期）を合
算した募集人員。
※美術科日本画コース、美術科洋画コースは募集がありません。

■一般入学試験［後期］

受験倍率
（a） / （b）

入学者数合格者数
（b）

受験者数
（a）

志願者数募集人員学科・コース

5.28136874

若干名

芸術学部
－00912文化財保存修復学科
－0066歴史遺産学科
3.47124144美術科
1.31345日本画コース
3.52278洋画コース
5.0221010版画コース
－0033彫刻コース
1.82478工芸コース
2.00122テキスタイルコース
－0088総合美術コース

12.0111212文芸学科
4.312135667デザイン工学部
2.5561518プロダクトデザイン学科
3.02268建築・環境デザイン学科
20.0112022グラフィックデザイン学科

4.02289映像学科
2.02246企画構想学科
－0034コミュニティデザイン学科

4.82026124141全学計
※募集人員は一般入学試験 （後期）、及び大学入試センタ－利用入試 （２科目利用後期）を合算した募集人員。
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■大学入試センター試験利用入学試験［２科目利用後期］

受験倍率
（a） / （b）

入学者数合格者数
（b）

受験者数
（a）

志願者数募集人員学科・コース

5.9274141

若干名

芸術学部
－0099文化財保存修復学科
－0077歴史遺産学科
2.4271717美術科
－0033版画コース
1.51233彫刻コース
1.01444工芸コース
－0011テキスタイルコース
6.00166総合美術コース
－0088文芸学科
3.211175454デザイン工学部
2.8351414プロダクトデザイン学科
2.73388建築・環境デザイン学科
－001616グラフィックデザイン学科

1.35799映像学科
1.50233企画構想学科
－0044コミュニティデザイン学科

4.013249595全学計
※募集人員は一般入学試験 （後期）、及び大学入試センター利用入試 （２科目利用後期）を合算した募集人員。
※美術科日本画コース、美術科洋画コースは募集がありません。

■全試験区分の総計

受験倍率
（a） / （b）

入学者数合格者数
（b）

受験者数
（a）

志願者数募集人員学科・コース

2.928542912301243269芸術学部
5.7273117618126文化財保存修復学科
2.6405514214232歴史遺産学科
2.4175289705713169美術科
1.83774131133－日本画コース
2.24860134136－洋画コース
4.315187878－版画コース
3.015226769－彫刻コース
2.22858128130－工芸コース
1.911285454－テキスタイルコース
3.92129113113－総合美術コース
3.8435420720742文芸学科
4.03404591,8371,862324デザイン工学部
4.1659237337962プロダクトデザイン学科
4.4546126727252建築・環境デザイン学科
5.7688648949568グラフィックデザイン学科

3.2679329529962映像学科
4.4516127127450企画構想学科
2.2356614214330コミュニティデザイン学科

3.56258883,0673,105593全学計
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芸術学部

全体

芸術学部

デザイン工学部

入学者構成比（現役・既卒別）入学者構成比（男女別）

全体

デザイン工学部

女子 68％

男子 32％

現役 92％

既卒
 8％

現役 90％

既卒
10％10％

男子 28％

女子 64％

男子 36％

現役 95％

既卒既卒
5％ 5％

女子 72％

■男女別結果（全区分合計）
入学者合格者受験者志願者

学部・学科 計女男計女男計女男計女男
285204814293111181,2307275031,243732511芸術学部
27243312651761116518111368文化財保存修復学科
40221855332214273691427369歴史遺産学科
1751334228922168705457248713460253美術科
4325185431232078612120786121文芸学科
3402181224593051541,8371,0857521,8621,100762デザイン工学部
653035925042373202171379206173プロダクトデザイン学科

543321613823267119148272122150建築・環境デザイン学科
685414867016489337152495341154グラフィックデザイン学科

673829935538295142153299144155映像学科
5138136145162711888327418985企画構想学科
35251066471914297451439845コミュニティデザイン学科

6254222038886162723,0671,8121,2553,1051,8321,273計

■現役既卒別結果（全区分合計）
入学者合格者受験者志願者

学部・学科 計既卒現役計既卒現役計既卒現役計既卒現役
28529256429793501,2302071,0231,2432111,032芸術学部
27225314271762515118125156文化財保存修復学科
40535556491422012214220122歴史遺産学科
1752115428967222705146559713150563美術科
43142542522071619120716191文芸学科
34018322459314281,8371861,6511,8621921,670デザイン工学部
65362927853733933437939340プロダクトデザイン学科

54351614572673123627231241建築・環境デザイン学科
68563867794895543449556439グラフィックデザイン学科

67265933902953526029938261映像学科
51348616552711825327420254企画構想学科
352336646214281341438135コミュニティデザイン学科

625475788881107783,0673932,6743,1054032,702計
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入学者構成比（都道府県別）

北海道　19名　3.0%

東北　459名　73.4%

（山形  180名　28.8%）

中部　42名　6.7%

中国・四国　9名　1.4%

検定等　6名　10.0%
海外　7名　11.2%

関東　75名　12.0%

近畿　4名　0.6%

九州　4名　0.6%

■都道府県別結果（全区分合計）
入学者数合格者数受験者数志願者数都道府県名地方
1931115116北海道北海道
2737129132青森県東北
3355165165岩手県
149193658667宮城県
2028117120秋田県
180224791798山形県
5067267269福島県
45960421272151東北計
2030121121茨城県関東
14206363栃木県
572929群馬県
11174040埼玉県
8153737千葉県
10183535東京都
7215152神奈川県
75128376377関東計
2033116122新潟県中部
241818富山県
0122石川県
0000福井県
3466山梨県
8147275長野県
351111岐阜県
4123131静岡県
1599愛知県
1299三重県
4280274283中部計
0266滋賀県近畿
0111京都府

入学者数合格者数受験者数志願者数都道府県名地方
463434大阪府近畿
0111兵庫県
0011奈良県
0000和歌山県
4104343近畿計
2366鳥取県中国
0044島根県
2244岡山県
1111広島県
0000山口県
561515中国計
1111徳島県四国
3333香川県
0000愛媛県
0000高知県
4444四国計
1111福岡県九州
0033佐賀県
0266長崎県
0000熊本県
0000大分県
0000宮崎県
121616鹿児島県
241212沖縄県
493838九州計
685151検定
782427海外

6258883,0673,105合計
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北海道 

札幌啓成、恵庭北、檜山北、小樽桜陽、滝川、

旭川北、旭川南、おといねっぷ美術工芸、北

見柏陽、網走南ケ丘、苫小牧東、帯広三条、

札幌平岸、札幌厚別、旭川永嶺、札幌平岡、

函館、北海、立命館慶祥、札幌大谷、札幌新

陽、東海大学付属札幌、遺愛女子、帯広大谷、ク

ラーク記念国際、星槎国際

青森県 

青森、青森西、青森東、青森北、青森南、青

森中央、弘前中央、弘前南、八戸東、八戸北、

田名部、三戸、弘前工業、黒石商業、六戸、

東奥義塾、弘前学院聖愛、青森明の星、八戸

工業大学第二

岩手県 

盛岡第一、盛岡第二、盛岡第三、盛岡第四、

盛岡北、杜陵、平舘、花巻北、花巻南、黒沢

尻北、水沢、水沢工業、金ケ崎、一関第一、

一関第二、大東、大船渡、遠野、山田、久慈、

盛岡市立、宮古北、不来方、岩手、盛岡白百

合学園、盛岡スコーレ、盛岡中央、一関学院

宮城県 

仙台第一、仙台第三、仙台向山、古川、角田、

佐沼、白石、石巻、塩釜、名取、泉、多賀城、

岩ケ崎、宮城第一、仙台二華、仙台三桜、石

巻好文館、古川黎明、涌谷、登米、農業、本

吉響、小牛田農林、黒川、柴田農林、亘理、

工業、古川工業、石巻工業、大河原商業、仙

台南、仙台、名取北、泉松陵、仙台西、泉館

山、宮城広瀬、利府、石巻西、柴田、仙台東、

富谷、宮城野、蔵王、迫桜、仙台大志、仙台

青陵、美田園、気仙沼、仙台育英学園、東北、

東北学院、東北学院榴ケ岡、宮城学院、仙台

白百合学園、尚絅学院、常盤木学園、聖和学

園、東北生活文化大学、聖ウルスラ学院英智、

聖ドミニコ学院、仙台城南、西山学院

秋田県 

秋田、秋田北、秋田工業、金足農業、十和田、

大館鳳鳴、能代、本荘、由利、大曲、横手、

横手城南、増田、湯沢、雄勝、横手清陵学院、

大館国際情報学院、秋田北鷹、能代松陽、大

館桂桜、明桜、聖霊女子短期大学付属、秋田

和洋女子、秋田公立美術大学附属高等学院

山形県

山形東、山形南、山形西、山形北、山形工業、

山形中央、山形市立商業、天童、寒河江、寒

河江工業、谷地、左沢、東桜学館、新庄北、

新庄南、米沢興譲館、米沢東、米沢工業、米

沢商業、高畠、長井、長井工業、鶴岡南、鶴

岡北、鶴岡工業、酒田東、酒田西、南陽、上

山明新館、霞城学園、鶴岡中央、酒田光陵、

村山産業、山形養護、山形城北、山形学院、

日本大学山形、山形明正、創学館、山本学園、東

海大学山形、新庄東、九里学園、米沢中央、

基督教独立学園、羽黒、鶴岡東

福島県

橘、福島西、保原、本宮、安積黎明、郡山東、

須賀川、須賀川桐陽、白河、白河旭、会津、

会津学鳳、会津農林、川口、磐城、磐城桜が

丘、いわき総合、相馬、新地、原町、あさか

開成、郡山北工業、郡山、福島東、福島南、

いわき光洋、福島（私立）、福島成蹊、桜の聖

母学院、郡山女子大学附属、尚志、東日本国

際大学附属昌平、会津若松ザベリオ学園

茨城県

水戸第二、水戸第三、緑岡、勝田、笠間、土

浦工業、日立北、水戸桜ノ牧、取手松陽、佐

和、茨城キリスト教学園、常磐大学、水戸啓

明、水城、土浦日本大学、鹿島学園、つくば

開成、第一学院（高萩校）

栃木県

宇都宮中央女子、鹿沼、茂木、烏山、大田原

女子、矢板東、宇都宮北、鹿沼東、宇都宮清

陵、さくら清修、文星芸術大学附属、宇都宮

短期大学附属、國學院大學栃木、佐野日本大

学

群馬県

前橋南、桐生女子、高崎北、前橋東、高崎経

済大学附属、伊勢崎、高崎商科大学附属、東

京農業大学第二

埼玉県 

岩槻、坂戸西、伊奈学園総合、大宮光陵、本

庄第一、大妻嵐山、城西大学付属川越、獨協

埼玉、自由の森学園

千葉県 

千葉女子、千葉南、鎌ケ谷、松戸（県立）、印

旛明誠、佐倉、匝瑳、長生、茂原、松戸六実、

松戸馬橋、流山南、千葉西、昭和学院、千葉

明徳、二松学舎大学附属柏、東京学館浦安、

東京学館船橋

東京都 

工芸、忍岡、杉並、立川、西、雪谷、田無、

世田谷泉、大妻、開智日本橋学園、晃華学園、桐

朋女子、跡見学園、順天、日本工業大学駒場、豊

島学院、聖徳学園、成蹊、大妻多摩

神奈川県

市ケ尾、白山、七里ガ浜、小田原、東、橘、

川崎総合科学、寒川、岸根、弥栄、中央大学

附属横浜、青山学院横浜英和、神奈川学園、

横浜創英、鶴見大学附属、カリタス女子、清

泉女学院、湘南白百合学園、藤沢翔陵、アレ

セイア湘南、相模女子大学高等部

新潟県 

新潟中央、新潟南、新潟江南、新潟向陽、新

津、五泉、村松、長岡工業、見附、三条、小

出、六日町、高田、高田北城、長岡向陵、国

際情報、高志、新潟明訓、新潟青陵、北越、

新潟清心女子、敬和学園、新潟第一、東京学

館新潟、日本文理、開志学園

富山県 

富山南、砺波、福岡、富山国際大学付属

石川県 

星稜

山梨県 

甲府第一、甲府南、北杜、日本航空

男女別・現役既卒別結果
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長野県 

須坂、長野吉田、長野西、篠ノ井、上田東、

諏訪二葉、岡谷東、中野西、つくば開成学園

岐阜県 

岐阜農林、華陽フロンティア、岐阜総合学園

静岡県 

伊東、韮山、沼津西、沼津城北、清水南、富

士東、静岡学園

愛知県 

旭丘、一宮興道、東邦、同朋

三重県 

四日市、代々木

滋賀県 

膳所

京都府 

京都女子

大阪府 

市岡、河南、北千里、槻の木、開明、上宮、

大阪女学院

兵庫県 

明石

奈良県 

飛鳥未来

鳥取県 

鳥取工業、八頭

島根県 

立正大学淞南

岡山県 

津山東、林野、吉備高原学園

広島県 

大崎海星

徳島県

富岡西

香川県

高松工芸

福岡県

九州産業大学付属九州

佐賀県

東明館

長崎県

波佐見

鹿児島県

大島、屋久島おおぞら

沖縄県

浦添、コザ、美来工科、浦添工業、ヒューマ

ンキャンパス

検定

高校卒業程度認定試験・大学入学資格検定

海外

外国の学校等
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芸術学部

● 文化財保存修復学科
①提出物（事前提出）
　自分が興味を抱く文化財、美術作品や作家（日本、東洋、西洋のいずれでも可）について自分の
考えをまとめた 1,200字程度の文章（様式不問）を、出願書類に同封して事前に提出
②ミニ講義「地域文化財の保存と修復」を受講
③面接
　人物や個性などを評価します。面接時は「自己アピールファイル」や作品等の持ち込みも可能で
す。積極的な自己アピールを期待します。
※「自己アピールファイル」（P.19参照）
●持参物　筆記用具 ミニ講義

● 歴史遺産学科
①ミニ講義「芸術大学で歴史や文化を学ぶ意義」の受講
②面接
　人物や意欲などを評価します。以下の（a）（b)のいずれかのテーマで資料を作成し、当日持参
してその内容を３分程度にまとめて説明してください。
（a）あなたが馴染み深い場所、あるいは歴史が感じられると思う場所について、実際に現場を歩
き、そこで暮らしている人への取材などをとおして、その場所に根付く「人の想い」を資料（地図、
写真、図・スケッチ等）で説明。
（b）「自己アピールファイル」
※１「自己アピールファイル」はＰ.19を参照
※２（a）と（b）の両方に取り組むことも可能です。積極的な自己アピールを期待します。
●持参物　筆記用具

ミニ講義

● 美術科 日本画コース
①提出作品（当日持参）
　水彩画２枚、鉛筆素描２枚（それぞれ木炭紙大サイズ［650mm×500mm］とする）
※作品の裏面右下に受験番号と氏名を記入してください。
※作品は巻かずに、カルトンに挟むなどして持参してください。
②写生
　敷地内の決められたエリア内で各自、自由に対象を探して写生します。
③面接（１グループ２～３人で行います）
　人物や意欲などを評価します。面接時は、上記の提出作品のほかにも自己アピールのための作
品を持ち込むことが可能です。
●持参物　写生用具（水彩用具、鉛筆デッサン用具等）

写　生

● 美術科 洋画コース
①提出作品（当日面接時持参）
　これまで制作した作品数点、もしくは作品の写真５点以上（油彩、デッサン、水彩、立体など、
素材や大きさは問わない）
②「油彩画」制作
③面接（１グループ　２～３人で行います）
　人物や意欲などを評価します。上記の提出作品のほかにも、自己アピールのための作品（油彩、
デッサン、水彩、立体など素材や大きさは問わない）やポートフォリオを持ち込むことが可能です。
受験生自身のやる気や熱意などを積極的にアピールすることを期待します。
●持参物　油彩画用具一式（アクリル絵具も可）、F12号キャンバス１枚（制作した作品を持ち帰
るため）、キャンバスクリップ、汚れても構わない服装（ジャージ・エプロン等）
※入試用のF12号キャンバスは大学で準備しますが、入試で制作した作品を持ち帰るために、
F12号のキャンバスとキャンバスクリップ・キャンバスバッグ等を各自持参してください。な
お、合格者の入試作品は後日スクーリングの講評会で必要となりますので、各自大切に保管し
ておいてください。

「油彩画」制作

AO入試学科・コース別　選考方法 ※2019年度入試内容
Ａ
Ｏ
入
試

　アドミッション・オフィス入学試験（AO入試）は、一般的な大学入試のように「機械的に点数の低い受験者を落とす」だけの選抜型とは全

く異なり、大学と受験生の相互理解を深め、通常の入試では評価されにくい受験者自身の魅力を評価するものです。選考の際は、アドミッショ

ン・ポリシー（大学側の求める学生像や受験生の受け入れ方針）やカリキュラムなどを理解していただき、ワークショップやミニレクチャー

に参加したうえで、課題提出や面接などを行います。これらを通して、受験時点での実力だけではなく、学ぼうとする意欲や取り組む姿勢、

集中力、将来性など、個々の幅広い魅力と能力を見い出し、多角的な評価で選考する点が大きな特徴です。

※各学科・コースの受験内容は次年度に変更となる可能性もあります。受験の際は、受験する年度の募集要項で必ず試験内容を確認してく

ださい。
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● 美術科 彫刻コース
① 彫刻制作の体験
　粘土で自分の顔を模刻する
②面接
　人物や個性などを評価します。面接時は「自己アピールファイル」や作品等の持ち込みも可能で
す。積極的な自己アピールを期待します。
※「自己アピールファイル」（P.19参照）
●持参物　筆記用具、汚れても構わない服装（ジャージ・エプロン等）

彫刻制作の体験

● 美術科 工芸コース
①スチレンボードを使った立体造形の制作体験
②面接
　人物や個性などを評価します。面接時は「自己アピールファイル」や作品等の持ち込みも可能で
す。積極的な自己アピールを期待します。
※「自己アピールファイル」（P.19参照）
●持参物　筆記用具、鉛筆デッサン用具一式

立体造形の制作体験

● 美術科 テキスタイルコース
①数枚のTシャツを使った立体造形の制作体験
②面接
　人物や個性などを評価します。面接時は「自己アピールファイル」や作品等の持ち込みも可能で
す。積極的な自己アピールを期待します。
※「自己アピールファイル」（P.19参照）
●持参物　筆記用具

立体造形の制作体験

● 美術科 総合美術コース
①人と社会をアートでつなぐ活動を考える体験型演習
　アートの力によって人と社会をつなげるアイデアを、具体的な場面を想定して考え、文章やイ
ラスト等で表現してもらいます。それをグループで考え発表し、参加者全員で意見交換をします。
②面接
　人物や個性などを評価します。面接時は「自己アピールファイル」や作品等の持ち込みも可能で
す。積極的な自己アピールを期待します。
※「自己アピールファイル」（P.19参照）
●持参物　筆記用具、描画用具（色鉛筆、マーカー、クレパスなど、描いてすぐ発表できる用具）

体験型演習

Ａ
Ｏ
入
試

● 美術科 版画コース
①版画制作の体験
　銅版画、木版画の制作体験
②面接
　人物や意欲などを評価します。面接時は「自己アピールファイル」や作品等の持ち込みも可能で
す。積極的な自己アピールを期待します。
※「自己アピールファイル」（P.19参照）
●持参物　筆記用具、カッター、はさみ、鉛筆（3H、Ｂ、3B：各１本程度）、不透明水彩絵の具
（12色セット、アクリル絵の具不可）、水彩用丸筆３本（廉価なものでよい。太、中程度）、墨
汁（小）、水彩用筆洗、汚れても構わない服装（エプロン等） 版画制作の体験
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● 建築・環境デザイン学科
①提出物（事前提出）
　建築、エコロジー、リノベーション、ランドスケイプ、まちづくりなど興味のある分野に関し
て1,200字程度の小論文（様式不問）を提出してください。
②建築や環境に関するミニ講義を受講
＜参考図書＞
　以下の２冊を参考図書として挙げます。これらの本を事前に読んでおくと、ミニ講義の内容が
より深く理解できます。
『未来の住宅 カーボンニュートラルハウスの教科書』
著者：竹内昌義、馬場正尊、三浦秀一、山畑信博、渡部桂　　出版社：バジリコ
『風景資本論』
著者：廣瀬俊介　　出版社：朗文堂
③面接
　人物や学修意欲を評価します。面接時は「自己アピールファイル」を持ち込むことが可能です。
ファイルには、自分が学びたいと考えている建築や環境について、図、絵や写真などを使ってま
とめた内容を盛り込むなど、積極的なアピールを期待します。
※「自己アピールファイル」（P.19参照）
●持参物　筆記用具

ミニ講義

● グラフィックデザイン学科
①模擬授業
　テーマに基づき、グループに分かれて簡単なディスカッションを行います。
②面接
　面接を通して、受験生の学ぶ姿勢や意欲、将来性など、通常の入試では点数にできない受験生
の魅力を多角的に評価します。
●持参物　自己アピールのための「プレゼンテーションファイル」（※）
　試験当日、自己アピールのための「プレゼンテーションファイル」（※）を必ず提出してください。
※プレゼンテーションファイル：これまでの部活動や社会活動、自分らしい取り組みをまとめ、
他人に自分の特徴を理解してもらうためのもの。内容は、美術やデザイン分野の作品には限定
せず、文化部や運動部、趣味の世界、これからの目標などをまとめること。
　自由な発想で、他人に見せるための基本的な工夫を凝らしたものを望む。
　ファイルは完全自作とし、素材やテーマ、形式は自由。大きさはＡ３サイズまでとする。市販
のクリアファイル（ Ａ４～Ａ３サイズ）を利用しても構わない。

模擬授業

Ａ
Ｏ
入
試

デザイン工学部

● プロダクトデザイン学科
①プロダクトデザイン体験
　文房具・生活用品等のデザイン／身のまわりのモノを取り上げ、優れた点や改善すべき点をグ
ループで話し合い、観察する眼と意見を伝える力を身につけます。
②面接
　人物や個性などを評価します。積極的な自己アピールを期待します。面接時は「自己アピール
ファイル」や作品等の持ち込みも可能です。
※「自己アピールファイル」（P.19参照）
●持参物　筆記用具

プロダクトデザイン体験

● 文芸学科
①創作体験
　昔話をリライト（書き換え）する体験型演習を行います。はじめに、教員がデモンストレーショ
ンとしてリライトの仕方について丁寧に説明します。その後、受験生のみなさんが教員から指導
やアドバイスを受けながらリライトに挑戦します。また最後に、400字程度の作文を書きます。
②面接
　人物、個性、これからの可能性を評価します。面接時は「自己アピールファイル」や作品等の持
ち込みが可能です。なお、すでに創作をはじめている場合は、小説、エッセイ、マンガなどの創
作物（原稿、同人誌、部誌）の持ち込みも可能です。積極的な自己アピールを期待します。
※「自己アピールファイル」（P.19参照）
●持参物　筆記用具

創作体験
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● コミュニティデザイン学科
＜課題図書＞
　以下の２冊を課題図書として挙げます。これらの本を事前に読んだうえで、AO入試に臨んで
ください。
 ・ 『ふるさとを元気にする仕事』山崎亮著・ちくまプリマ―新書
 ・ 『人口減少×デザイン』筧裕介著・英治出版
＜試験内容＞
①体験型演習「地域課題を解決し、幸せな社会をつくるためのアイデア会議」
　コミュニティデザインの手法を用いたグループワークを行います。グループワークでは主体性
や協調性、相手の話を聞く力、相手の話を引き出す力などを期待します。また、グループでの意
見をまとめる力や、アイデアへとまとめる創造力・表現力も求めます。発案したアイデアはグルー
プごとにプレゼンテーションしてもらいます。
②レポートの作成
　アイデア会議終了後、各自でレポートを作成します。レポートの内容は以下のとおり。
 ・アイデア会議を通じて得た各自の気づきや考えを簡潔な文章にまとめる
 ・課題図書（コミュニティデザインについて）の理解度を測る設問への回答
③面接
　人物や個性、学修意欲、本学科（コミュニティデザイン）への理解などを評価します。面接時
は「自己アピールファイル」（P.19）を持参してください。ファイルには、これまでの生い立ちや
趣味、部活動だけではなく、これまで自分が関わってきた地域での活動や、コミュニティデザイ
ンに関連する自らの体験、自らの考えなどを必ず含めて、美しく・わかりやすくまとめてくださ
い。
●持参物　筆記用具

体験型演習

自己アピールファイルについて
　自己アピールのために、あなたの高校時代の部活動、生徒会活動、ボランティア活動などの社会的活動、あなたの趣味や興味を持って取
り組んできた活動、作品（ジャンルや様式不問）などについてまとめたファイルのことです。
①ファイルは、市販のクリアファイル（Ａ４サイズ程度）等を利用するなど自由です。
②作品は必須ではありません（美術・デザイン分野の作品やその写真がなくても構いません。）
③ファイルは、当日持参提出とし、大学への事前送付や保管などは一切受け付けません。

● 企画構想学科
①ミニ講義
　企画に関するミニ講義を受講。
②企画提案体験
　テーマにもとづき、グループに分かれて簡単な企画提案を行います。
③面接
　人物や個性などを評価します。面接時は現在自分が得意としていること、または、夢中になっ
ていることを一つ取りあげファイルにまとめ必ず持参してください。（形式は自由）
●持参物　筆記用具
　「現在自分が得意としていること、または、夢中になっていることを一つ取りあげ、まとめたファイル」
　なお、「自己アピールファイル」（P.19参照）の持参は必要ありません。

企画提案体験

● 映像学科
①創作体験
　与えられた写真の中から1枚を選び、その写真からストーリーを発想して800字以内で文章を
書きます。
②面接
　人物や個性などを評価します。面接時は「自己アピールファイル」や作品等の持ち込みも可能で
す。積極的な自己アピールを期待します。
※映像作品の場合は、DVDに保存して（ DVDプレーヤーで視聴できるように）、出願書類に同梱
し事前送付してください。DVDのラベルには、氏名、出身校名を明記してください。
※「自己アピールファイル」（P.19参照）
●持参物　筆記用具

創作体験
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共 通 小 論 文 90 分

● 試 験 時 間 　 　 　 　 9
0 分

● 出 題 内 容 　 　 　 　 指 定 の 出 題 テ ー マ に 沿 っ て 提 示 さ れ た 文 章

（ 著 作 物 ・ 新 聞 記 事 ・ コ ラ ム 等 ） を 読 み 、 そ の

内 容 に ふ れ つ つ 自 分 の 考 え を ６ ０ ０ 〜 ８ ０ ０

字 で 述 べ る 。

● ２ ０ １ ９ 年 度 の テ ー マ （ 全 入 試 共 通 ）
 「 自 然 と 人 間 」

● 評 価 の ポ イ ン ト

 読 解 力 、 論 理 的 思 考 力 及 び 文 章 の 表 現 力

● 大 学 で 用 意 す る も の

 解 答 用 紙 （ Ａ ３ 用 紙 １ 枚 ・ 原 稿 用 紙 縦 書 き ）
 下 書 き 用 紙 （ Ａ ３ 用 紙 ２ 枚 ）

● 受 験 者 が 用 意 す る も の

 鉛 筆 ま た は シ ャ ー プ ペ ン シ ル ／ 消 し ゴ ム

 鉛 筆 削 り

● 教 員 か ら の ア ド バ イ ス

　 小 論 文 の 試 験 と 聞 い て 、 個 性 的 な 文 章 を 仕 上 げ な け れ ば な ら な い 、

と 身 構 え て し ま っ て い ま せ ん か ？ 　 み ん な よ り 立 派 な こ と を 書 か な

け れ ば 、 と 気 負 っ て は い ま せ ん か ？

　 私 た ち が 小 論 文 を 通 し て 知 り た い の は 、 み な さ ん が 物 事 を ど の よ

う に 考 え 、 そ れ を ど の よ う に 説 明 す る の か 、 と い う 過 程 で す 。 出 題

文 と ま っ す ぐ 向 き 合 っ た 跡 の 見 え る 丁 寧 な 解 答 を 、 私 た ち は 見 た い

の で す 。 背 伸 び を し よ う と せ ず 、 自 分 の 素 直 な 考 え を 自 分 の 言 葉 で

書 い て く だ さ い 。

　 と こ ろ で 、 小 論 文 の よ う な 課 題 を 与 え ら れ た 時 、 す ぐ に 取 り か か っ

て み た も の の １ 行 か ２ 行 で 筆 が 止 ま っ て し ま っ た 、 と い う 経 験 を も

つ 人 は 多 い と 思 い ま す 。 何 の 準 備 も な し に い き な り 書 き 始 め る の は

無 謀 で す 。 自 分 は な に を 書 き た い の か 、 ど の よ う に 話 を 進 め る の か 、

よ く 考 え て か ら 書 き 始 め て く だ さ い 。

　 東 北 芸 術 工 科 大 学 の 小 論 文 試 験 で は 、 問 題 用 紙 、 解 答 用 紙 の ほ か

に 下 書 き 用 紙 も 配 布 さ れ ま す 。 こ の 下 書 き 用 紙 を 上 手 に 活 用 し て ほ

し い と 思 い ま す 。

　 小 論 文 試 験 に は 時 間 制 限 が あ り ま す か ら 、 出 題 文 を 読 み 終 わ っ た

ら 一 刻 も 早 く 解 答 作 成 に 取 り か か り た い 、 と い う 気 持 ち は わ か り ま

す 。 し か し 、 出 題 文 を 読 ん だ 後 に い っ た ん 立 ち 止 ま り 、 重 要 な こ と

を 下 書 き 用 紙 に ま と め て お き ま し ょ う 。 一 度 立 ち 止 ま っ て し っ か り

と 考 え 、 内 容 を 整 理 し て か ら 書 き 始 め た 方 が 、 た び た び 立 ち 止 ま っ

て 考 え な が ら 書 く よ り も 時 間 的 に も ず っ と 無 駄 が 少 な く て 済 み

ま す 。

　 書 き 始 め る 前 に 整 理 す る こ と は 、 大 ま か に い え ば 次 の ３ つ で す 。

１ つ め は 、 出 題 文 か ら 読 み 取 れ る 筆 者 の 主 張 で す 。 公 開 さ れ て い る

テ ー マ と の 関 連 で 考 え て く だ さ い 。 ２ つ め は 、 テ ー マ お よ び 出 題 文

の 著 者 の 主 張 に 対 す る 自 分 の 考 え で す 。 ３ つ め は 、 自 分 の 考 え を 裏

付 け る 具 体 的 な 例 で す 。

　 小 論 文 で 一 番 重 要 な こ と は 、 自 分 の 考 え を 、 他 の 人 が わ か る よ う

に 丁 寧 に 説 明 す る と い う こ と で す 。 そ の た め に は 、 自 分 の 考 え （ 論 旨 ）

を 明 確 に す る 必 要 が あ り ま す 。 そ し て 、 論 文 で す か ら 論 理 的 に 展 開

し て く だ さ い 。 な ん と な く そ う 思 う 、 で は 、 説 得 力 が あ り ま せ ん 。

事 実 の 裏 付 け も あ っ た 方 が よ い で し ょ う 。 ニ ュ ー ス で 見 た こ と や 本

で 読 ん だ こ と な ど も 事 実 の 裏 付 け に 使 え ま す が 、 実 際 に 自 分 が 日 常

生 活 で 経 験 し た こ と 、 学 校 生 活 で 学 ん だ こ と 、 家 族 や 友 人 と 話 し た

こ と の 方 が 、 説 得 力 は 増 す で し ょ う 。 普 段 の 生 活 の 中 で 自 分 の 価 値

判 断 の 源 と な っ て い る エ ピ ソ ー ド を 見 つ け て く だ さ い 。 そ し て 、 そ

れ を 小 論 文 に 活 か し て く だ さ い 。

　 若 い 皆 さ ん の 感 性 は 、 そ の ま ま で 十 分 個 性 的 で す 。 無 理 に 飾 り 立

て る こ と な く 、 堂 々 と 自 分 の 意 見 を 述 べ て く だ さ い 。 本 番 で 十 分 力

が 発 揮 で き る よ う 、 過 去 問 を き ち ん と 解 い て 対 策 を 立 て る こ と も 忘

れ な い よ う に し て く だ さ い 。 公 開 さ れ た テ ー マ で い く つ か 小 論 文 を

書 い て み る こ と も 必 要 で し ょ う 。 そ し て 、 大 切 な の は 、 書 き 終 わ っ

た あ と に 読 み 直 し 、 意 味 の 通 り に く い と こ ろ や 論 旨 の 不 明 確 な と こ

ろ 、 エ ピ ソ ー ド の 活 用 が 不 十 分 な と こ ろ を 直 す こ と で す 。 何 度 も 書

き 直 し て 、 よ り よ い 形 に し て い く こ と （ 推 敲 ） が 文 章 上 達 の 秘 訣 で す 。

継 続 さ れ た 努 力 は 必 ず 、 実 を 結 び ま す 。

　 皆 さ ん の 健 闘 を 祈 っ て い ま す 。
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自 己 推 薦 入 学 試 験 Ａ

社 会 人 ・ シ ニ ア 特 別 選 抜 試 験 （ Ａ 日 程 ）

い が 生 み 出 さ れ 、 な ん ら か の 社 会 や 文 化 が 、 そ し て 広 い 意 味 で 「 思 想 」

と 呼 ん で よ い も の の 厚 み が 形 成 さ れ て い く 。 そ れ は 当 た り 前 の こ と

だ 。 も ち ろ ん そ こ に あ る 社 会 や 文 化 は 、 い わ ゆ る 「 歴 史 と 風 土 に 根

ざ し た 伝 統 的 な 街 や 地 域 社 会 」 の そ れ と は 違 う 。 人 び と の ラ イ フ ス

タ イ ル 、 価 値 観 、 土 地 と の 関 わ り や 愛 着 な ど が 、 ニ ュ ー タ ウ ン や 郊

外 と い う 場 に 特 有 の も の で あ る 以 上 、 そ こ に 生 み 出 さ れ る の は 、 〝

ニ ュ ー タ ウ ン の 文 化 〞 や 〝 郊 外 の 社 会 〞 な の で あ っ て 、 そ れ 以 前 の

さ ま ざ ま な タ イ プ の 地 域 社 会 や 文 化 と は 異 な っ て い る か ら だ 。

　 そ の 社 会 や 文 化 の な か で は 、 十 数 年 前 に 私 が み た 「 底 の 浅 さ 」 や

「 薄 っ ぺ ら さ 」 も ま た 、 固 有 の 条 件 と し て 不 可 避 的 に 織 り 込 ま れ な が

ら 、 そ の 土 地 と そ こ に 生 き る 人 の 生 の 連 な り と 積 み 重 ね に よ っ て 、

そ こ に 固 有 の 歴 史 的 な 厚 み の よ う な も の も ま た 生 み 出 さ れ て い る は

ず な の だ 。 郊 外 を 生 き る と い う こ と は 、 そ う し た 底 の 浅 さ や 薄 っ ぺ

ら さ を 所 与 と し て 、 人 び と が あ る 場 所 を 生 き る こ と だ か ら で あ る 。

（ 注 １ ） 多 摩 ニ ュ ー タ ウ ン に あ る 団 地 。 １ ９ ８ ９ 年 か ら １ ９ ９ ３ 年 に か け

て 分 譲 さ れ た が 、 大 規 模 な 欠 陥 構 造 が 発 覚 し 、 社 会 的 問 題 と な っ

た 。 現 在 は 建 て 直 さ れ て い る 。

（ 注 ２ ） 小 田 光 雄 （ お だ ・ み つ お ） 。 評 論 家 。 代 表 的 著 作 に 『 〈 郊 外 〉 の 誕 生

と 死 』（ 青 弓 社 、 １ ９ ９ ７ 年 ） な ど 。

（ 注 ３ ） 三 浦 展 （ み う ら ・ あ つ し ） 。 研 究 者 ・ 評 論 家 。 代 表 作 に 『 フ ァ ス ト

風 土 化 す る 日 本 　 郊 外 化 と そ の 病 理 』（ 洋 泉 社 、 ２ ０ ０ ４ 年 ） 、 『 下

流 社 会 　 新 た な 階 層 集 団 の 出 現 』（ 光 文 社 新 書 、 ２ ０ ０ ５ 年 ） な ど 。

● 問 題 以 下 の 文 章 は 、 若 林 幹 夫 『 郊 外 の 社 会 学― 現 代 を 生 き る

形 』（ ち く ま 新 書 ／ ２ ０ ０ ７ 年 ） か ら の 抜 粋 で す 。

 こ の 文 章 を 読 み 、 「 自 然 と 人 間 」 を テ ー マ に 自 分 の 考 え を 、

６ ０ ０ 字 〜 ８ ０ ０ 字 で タ イ ト ル を つ け て 自 由 に 論 じ な

さ い 。

　 ベ ル コ リ ー ヌ 南 大 沢
（ 注 １ ） の 欠 陥 問 題 と そ れ に よ る 大 々 的 な 建 て 替

え も 、 戦 後 の 日 本 経 済 の 牽 引 車 の ひ と つ だ っ た 持 ち 家 政 策 の 破 綻 や 、

バ ブ ル 期 の 日 本 社 会 が 生 み 出 し た 底 の 浅 い 郊 外 大 衆 社 会 の 底 割 れ を

象 徴 的 に 示 す も の と し て 、 冷 笑 的 に 捉 え る こ と も 可 能 だ ろ う 。 実 際 、

次 章 で も み る よ う に 、 現 代 の 日 本 に は 小 田 （ 注 ２ ） や 三 浦 （ 注 ３ ） を は じ め

と し て 、 ニ ュ ー タ ウ ン や 郊 外 の 風 景 や そ の 文 化 を 、 戦 後 の 大 衆 消 費

社 会 化 が 薄 っ ぺ ら で 、 文 化 や 豊 か さ の 実 質 を 欠 い た も の だ っ た こ と

を 象 徴 的 に 示 す も の と し て 批 判 的 に 捉 え る 論 調 が あ る 。 ま た 、 か つ

て そ こ に あ っ た 「 豊 か な 風 景 」 や 「 地 域 の 社 会 」 を 郊 外 ニ ュ ー タ ウ ン の

薄 っ ぺ ら な 風 景 に 置 き 換 え て い っ た 国 土 政 策 や 住 宅 政 策 に 対 す る 批

判 も あ る 。 そ う し た 論 者 に と っ て は 、 工 事 用 の 柵 と 足 場 に 囲 わ れ た

二 ○ ○ 六 年 の ベ ル コ リ ー ヌ の 埃 っ ぽ い 風 景 は 、 ま さ に そ う し た 問 題

群 を 象 徴 す る 恰 好 の 対 象 の よ う に 映 る こ と だ ろ う 。

　 現 代 日 本 の 郊 外 や ニ ュ ー タ ウ ン に 、 そ う し た 底 の 浅 さ や 薄 っ ぺ ら

さ が あ る こ と 、 そ し て そ の 前 提 に は 国 家 的 な 規 模 で の 国 土 政 策 や 住

宅 政 策 の 問 題 が あ っ た こ と は 事 実 で あ る 。 だ が し か し 、 こ こ で し た

い の は そ う し た 底 の 浅 さ や 薄 っ ぺ ら さ 、 そ れ を 支 え て き た 政 策 な ど

を 現 在 の 時 点 か ら 一 方 的 に 揶 揄 し 、 批 判 す る こ と で は な い 。

　 一 九 九 ○ 年 代 の 半 ば に 、 多 摩 市 の 公 民 館 で 郊 外 と 地 域 の 文 化 に つ

い て 講 演 を す る 機 会 が あ っ た 。 そ の と き 出 席 さ れ て い た 方 の 一 人 が 、

私 の 話 が 終 わ っ た あ と で 、 次 の よ う な 発 言 を さ れ た 。

　― た し か に あ な た の お 話 の よ う に 、 多 摩 ニ ュ ー タ ウ ン に は 土 地

に 根 ざ し た 伝 統 や 文 化 が な い 。 け れ ど も 、 あ の ベ ル コ リ ー ヌ の よ う

な 街 で も 、 そ こ に 移 住 し て き た 人 た ち が 、 日 々 の 暮 ら し の な か で 新

し い 地 域 の 社 会 と 文 化 を 作 り 出 し つ つ あ る 。 多 摩 に は 、 そ ん な 自 覚

と 意 志 の あ る 人 が 多 い の で 、 こ れ か ら 面 白 く な り ま す よ― 。 た し

か そ ん な 話 だ っ た 。

　 久 し ぶ り に ベ ル コ リ ー ヌ を 訪 れ て み る と 、 初 め て そ こ を 訪 れ た こ

ろ に は ま だ 何 も な か っ た 周 り の 造 成 地 に も さ ま ざ ま な デ ザ イ ン の 高

層 の 団 地 群 が 建 て ら れ た せ い も あ っ て 、 か つ て そ の デ ザ イ ン と コ ン

セ プ ト の 斬 新 さ を 見 せ つ け る よ う に 屹 立 し て い た そ の 団 地 も 、 そ う

し た 周 囲 の 団 地 の な か に 半 ば 溶 け 込 ん で い る よ う だ っ た 。

　 初 め て そ の 場 所 を 訪 れ た と き に 感 じ た 書 き 割 り の 虚 構 の よ う な 印

象 が な く な っ た わ け で は な い 。 だ が 、 建 て ら れ て か ら 十 数 年 を 経 て 、

壁 面 も す こ し 薄 汚 れ た そ の 団 地 に は 、 そ こ で 人 の 集 ま り の 暮 ら し が

続 け ら れ 、 人 と 風 景 が 日 常 の な か で な じ ん だ よ う な 感 触 も 感 じ ら れ

る 。 だ か ら こ そ 、 土 台 の 部 分 だ け を 残 し て 建 物 が 取 り 壊 さ れ た 工 事

現 場 を 見 て 、 生 活 を 根 こ そ ぎ に さ れ た 痛 々 し さ を 感 じ ず に は い ら れ

な か っ た 。

　 序 章 で も 述 べ た よ う に 、 丘 陵 の 藪 や 林 を 剥 ぎ 取 り 、 そ も そ も そ の

土 地 に あ っ た も の と は 切 り 離 さ れ た 形 の 建 物 や 街 並 み に 、 さ ま ざ ま

な 場 所 か ら や っ て き た 人 び と が 集 ま っ て 住 み 始 め た と し て も 、 人 が

そ こ に 住 み 続 け る こ と に よ っ て 、 そ こ に は そ の 土 地 や 街 な り の 佇 ま
た た ず
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● 参 考 例

「 現 代 の 自 然 と 新 し い 関 わ り 方 」

　
課 題 文 に 、 そ も そ も そ の 土 地 に あ っ た も の と は 切 り 離 さ れ た 形 の

建 物 や 街 並 み に 、 さ ま ざ ま な 場 所 か ら や っ て き た 人 び と が 集 ま っ て

住 み 始 め た と し て も 、 人 が そ こ に 住 み 続 け る こ と に よ っ て 、 な ん ら

か の 社 会 や 文 化 が 形 成 さ れ て い く と い う こ と が 書 い て あ る 。 私 も 、

本 来 の そ の 土 地 の 自 然 と は 似 合 わ な い ニ ュ ー タ ウ ン や 郊 外 の 建 物 の

よ う な も の が あ っ て も 何 か し ら の 社 会 や 文 化 が 作 ら れ て い く の は 当

た り 前 の こ と だ と 思 う 。

　
東 日 本 大 震 災 の 後 、 東 北 地 方 に は 多 く の 仮 設 住 宅 が 建 て ら れ た 。

本 当 は 畑 だ っ た 場 所 、 駐 車 場 だ っ た 場 所 、 公 園 だ っ た 場 所 な ど 、 普

段 な ら 家 を 建 て な い よ う な 所 に 仮 設 住 宅 が 建 設 さ れ て い く の を 私 は

見 た 。 山 に 囲 ま れ た 畑 だ っ た 所 に 、 仮 設 住 宅 が 自 然 の 中 に 溶 け 込 ん

で い な い 感 じ が す る 。 土 地 に 根 ざ し た 文 化 も な い 。 し か し 、 そ の 場

所 に 住 み 続 け る こ と で 、 新 し い コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 取 る た め の 友

人 や 新 し い 文 化 が 作 ら れ て い く 。

　
例 え ば 、 宮 城 県 南 三 陸 町 に は 「 さ ん さ ん 商 店 街 」 と い う 小 さ な 商 店

街 が あ る 。 震 災 が 起 き た 後 に 建 て ら れ た も の で 、 あ ま り 自 然 の 中 に

溶 け 込 ん で い る 様 子 で は な い 。 し か し な が ら 、 仮 設 の 建 物 で あ る に

も 関 わ ら ず 、 楽 し そ う に 仕 事 し な が ら 友 人 と 会 話 を し た り 、 生 き 生

き と 仕 事 に 専 念 す る 人 々 が 見 ら れ る 。 震 災 の 影 響 で 移 動 し て 作 っ た

商 店 街 で は あ る が 、 そ の 場 所 の コ ミ ュ ニ テ ィ や 文 化 が 存 在 す る 。 こ

の こ と か ら 、 ど ん な 場 所 で あ っ て も 人 々 は コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 取

る た め の 友 人 や 新 し い 文 化 を 作 る こ と が で き る と 分 か る 。

　
自 然 と は 似 合 わ な い よ う な ニ ュ ー タ ウ ン や 郊 外 の 建 物 、 仮 設 住 宅

の 場 所 で も 文 化 や コ ミ ュ ニ テ ィ を 形 成 す る こ と は で き る 。 し か し 、

自 然 を 大 事 に し て い か な け れ ば い け な い こ と は 変 わ ら な い 。 こ れ か

ら 、 私 達 は 自 然 の 本 来 の 姿 を 守 り な が ら 人 々 が 生 活 を す る 場 所 を 作

る こ と が 最 も 重 要 な こ と で あ る 。

● 教 員 コ メ ン ト

　
多 く の 方 は こ の 課 題 文 を 読 み 、 自 然 を 切 り 開 い た 人 間 や 科 学 へ の

批 判 を 書 き ま し た 。 そ の 意 見 が 悪 い わ け で は あ り ま せ ん が 、 課 題 文

は そ こ で と ど ま っ て お ら ず 一 歩 踏 み 込 ん で 書 い て い ま す 。 参 考 解 答

は そ れ を き ち ん と 受 け 止 め 、 自 ら の 経 験 と 照 ら し 合 わ せ て 肯 定 し て

い る 点 が 評 価 で き ま す 。



23

共
通
小
論
文

参 考 解 答

小 論 文 特 別 選 抜 試 験

● 参 考 例

「 人 の 表 現 と 、 影 の 表 現 」

　 課 題 文 で は 、 わ れ わ れ の 身 体 を す っ ぽ り と 包 み 込 む よ う な 広 い 空

間 、 場 所 の 暗 さ を 「 空 間 の 暗 さ 」 と 呼 ぶ 。 一 方 で 、 わ れ わ れ が 目 に す

る 比 較 的 小 さ な 物 体 の 表 面 の 黒 さ を 、 「 表 面 の 黒 さ 」 と し て い る 。 「 陰

翳 礼 讃 」 で は そ の 二 つ が は っ き り 区 別 さ れ 、 土 台 を な す の は 問 題 と

す る 場 所 の 「 空 間 の 暗 さ 」 で あ り 、 「 表 面 の 黒 さ 」 が も っ と も 小 さ い 人

物 や 食 物 の 黒 い 背 景 と な る 。 そ れ ぞ れ の 空 間 、 物 に 適 し た 「 暗 さ 」 や

「 黒 さ 」 を 用 い る こ と で 、 表 現 し た い 言 葉 や 思 い を 美 し く 引 き 立 た せ

る と 述 べ ら れ て い る 。

　 私 は こ の 課 題 文 を 読 ん で 、 影 が 持 つ 印 象 を 決 定 づ け る 力 は わ れ わ

れ が 想 像 す る よ り ず っ と 強 い も の で あ る と 考 え る 。 そ の こ と を 確 信

す る よ う な 出 来 事 を 、 私 は 経 験 し て い る 。

　 写 真 を 撮 る こ と が 好 き な 私 は 、 外 出 し た 際 必 ず 何 か を 撮 っ て か ら

家 に 帰 る 。 特 に 人 物 の 写 真 を 撮 る こ と が 好 き な の で 、 友 人 を 誘 い 、

夜 の 街 で 撮 ら せ て も ら っ た 。 家 に 帰 り 撮 影 し た 写 真 を 見 る と 、 ま わ

り の 街 の 暗 さ に 友 人 が 合 わ さ っ て い た の だ 。 だ が そ れ は 、 少 し 加 工

す る だ け で 、 美 し い 写 真 に 変 化 し た 。 友 人 の 姿 が 黒 く く っ き り と 現

れ 、 ま わ り の 街 の 暗 さ が そ れ を 十 二 分 に 引 き 立 て て い た 。 私 は そ れ

以 来 、 「 空 間 の 暗 さ 」 は 土 台 で あ り 、 「 表 面 の 黒 さ 」 は 小 さ な 物 体 の 黒

い 背 景 と な る こ と を よ く 理 解 し た 上 で 、 写 真 を 撮 る こ と を 心 が け て

い る 。

　 自 然 が 作 り 上 げ た 影 と い う 概 念 は 、 わ れ わ れ の 身 近 な 場 所 で 活 躍

し て い る 。 小 説 や 詩 の 言 葉 の 描 写 、 ポ ス タ ー の コ ン ト ラ ス ト な ど 、

生 活 し て い れ ば 一 度 は 目 に 入 る も の ば か り だ 。 人 間 が 発 展 し て い く

た め に は 、 影 の 役 割 を さ ら に 理 解 し 、 現 代 社 会 に 強 烈 な イ ン パ ク ト

を 与 え る ア イ デ ィ ア を 発 想 す る 力 を 見 に つ け る こ と が 、 重 要 で あ る 。

● 教 員 コ メ ン ト

　 決 し て 参 考 解 答 の よ う に 自 ら の 体 験 を 書 け ば 、 な ん で も 高 得 点 を

取 る わ け で は あ り ま せ ん 。 自 身 の 経 験 を 論 理 的 に 理 解 し 、 説 明 で き

る こ と が 必 要 で す 。 課 題 文 と 自 ら の 意 見 と の 論 理 的 な 接 合 性 、 そ し

て そ れ を 語 る こ と に よ る 説 得 性 が 重 要 に な り ま す の で 、 そ の 点 に 気

を つ け て 考 え て み ま し ょ う 。

● 問 題 以 下 の 文 章 は 、 乾 正 雄 の 『 夜 は 暗 く て は い け な い か 』（ 朝

日 新 聞 社 ／ １ ９ ９ ８ 年 ） か ら の 抜 粋 で す 。

 こ の 文 章 を 読 み 、 「 自 然 と 人 間 」 を テ ー マ に 自 分 の 考 え を 、

６ ０ ０ 字 〜 ８ ０ ０ 字 で タ イ ト ル を つ け て 自 由 に 論 じ な

さ い 。

　 あ る 空 間 や 場 所 に 十 分 な 光 が 射 し て い る と き 、 そ こ は 「 明 る い 」 と

い う 。 そ の 光 が 弱 く な る と 、「 ほ の 明 る い 」 、「 う す 暗 い 」 な ど を 経 て 「 暗

い 」 と な り 、 光 が ほ と ん ど な く な る と 「 闇 」 に い た る 。 谷 崎 （ 注 １ ） の 言

葉 の 使 い 方 も 、 そ う な っ て い た 。 「 庭 か ら の 反 射 が 障 子 を 透 し て ほ

の 明 る く 忍 び 込 む 」 、 厠 の 「 薄 暗 さ 」 、 奥 の 奥 の 部 屋 の 「 も う 全 く 外 の

光 が 届 か な く な つ た 暗 が り 」 、 「 庇 の 下 に た ゞ よ ふ 濃 い 闇 」 な ど の よ

う に 。 こ う い う 、 明 る い― 暗 い― 闇 の よ う な 言 葉 の 軸 で 表 さ れ る 、

場 所 の 明 る さ は 、 物 理 的 に は 照 度 で 測 ら れ る 。

　 こ う い う 表 現 が ふ さ わ し い の は 、 わ れ わ れ の 身 体 を す っ ぽ り 包 み

こ む よ う な 広 い 空 間 や 場 所 で あ る 。 そ う い う と こ ろ の 暗 さ を 、 本 書

で は 、 必 要 に 応 じ て 、 「 空 間 の 暗 さ 」 と 呼 ぶ 。

　 一 方 、 あ る 物 体 の 表 面 に 当 た る 光 が 十 分 で あ ろ う と 不 十 分 で あ ろ

う と 、 そ の 表 面 の 色 の 明 暗 の 程 度 を わ れ わ れ は 「 白 い 」 、「 う す い 」 、「 濃

い 」 、 「 黒 い 」 な ど と 表 現 す る 。 谷 崎 の 表 現 か ら 探 す と 、 「 眞 っ 白 な 磁

器 」 、 「 黒 塗 り の 飯 櫃 （ 注 ２ ） 」 、 壁 の 色 の 「 ほ ん の 僅 か な 濃 淡 の 差 異 」 な

ど が 見 つ か る 。 彼 は も の の 表 面 の 色 を 「 明 る い 」 、 「 暗 い 」 と 形 容 す る

の は 注 意 深 く 避 け て い る よ う だ 。 一 般 に は 「 明 る い 」 と 「 暗 い 」 は 万 能

語 で 、 場 所 に も 物 体 の 表 面 に も 使 う の だ が 、 本 書 で も 「 明 る い 」 、 「 暗

い 」 は な る べ く 場 所 の 明 る さ 、 暗 さ を 表 す と き に 使 い 、 表 面 の 色 を

表 す と き は 、 「 白 い 」 、 「 う す い 」 、 「 濃 い 」 、 「 黒 い 」 な ど を 使 っ て 行 き

た い 。 白 い― う す い― 濃 い― 黒 い 、 な ど の 言 葉 の 軸 で 表 さ れ る 表 面

の 見 え 方 は 、 物 理 的 な 反 射 率 に 対 応 す る 。

　 白 い 、 黒 い 、 な ど の 表 現 に ふ さ わ し い の は 、 わ れ わ れ が 眼 に す る

比 較 的 小 さ な 物 体 の 表 面 で あ る 。 そ う い う 表 面 は 、 明 る い 場 所 に お

け ば よ り 白 く 見 え る し 、 暗 い 場 所 に お け ば よ り 黒 く 見 え る と は い う

も の の 、 総 じ て 場 所 の 影 響 を あ ま り 受 け ず 、 ど ち ら か と い え ば 、 場

所 の 明 暗 に か か わ ら ず 、 一 定 の 白 さ ま た は 黒 さ に 見 え る と い う 方 が

正 し い 。 そ こ で 、 物 体 の 表 面 の 黒 さ を 、 場 所 の 暗 さ と 区 別 す る 必 要

の あ る と き は 、 「 表 面 の 黒 さ 」 と 呼 ぶ こ と に す る 。

　 『 陰 翳 礼 讃 』
（ 注 ３ ） で は 「 空 間 の 暗 さ 」 と 「 表 面 の 暗 さ 」 は は っ き り 区 別

さ れ て い る 。

　 土 台 を な す の は 、 問 題 と す る 場 所 の 「 空 間 の 暗 さ 」 で あ る 。 そ の 場

所 の 代 表 的 な も の が 日 本 座 敷 だ 。 そ の 暗 さ が 座 敷 に 存 在 す る さ ま ざ

ま な も の に 陰 影 を あ た え る 用 意 を す る 。 床 の 間 の 落 懸 （ 注 ４ ） の う し ろ

や 、 違 い 棚 （ 注 ５ ） の 下 な ど に も ミ ニ チ ュ ア の 「 空 間 の 暗 さ 」 が つ く ら れ 、

床 の 間 に お か れ る 小 物 を 陰 影 の 中 に お く 。 座 敷 に 存 在 す る も の は 、

大 き な も の か ら い え ば 、 ま ず 調 子 の 弱 い 色 の 砂 壁 だ 。 そ の 「 表 面 の

黒 さ 」 が も っ と 小 さ い 人 物 や 食 物 の 黒 い 背 景 と な る 。 黒 っ ぽ い 衣 裳

を 着 た 女 の 顔 や 首 や 手 は 、 と り わ け 美 し く 引 き 立 つ 。 膳 の 黒 さ は 、

赤 い 椀 の 上 半 部 や ふ た を 引 き 立 て る と 同 時 に 、 椀 の 下 半 を 包 み こ む

暗 さ を つ く る 。 椀 の ふ た を と る と 椀 の 内 側 の 黒 さ が 、 最 小 の 「 空 間

の 暗 さ 」 を つ く り 、 陰 影 の 中 の 味 噌 汁 を う ま そ う に 見 せ る の で あ る 。

（ 注 １ ） 谷 崎 : 谷 崎 潤 一 郎 （ 一 八 八 六 〜 一 九 六 五 ） 。 小 説 家 。 唯 美 的 な 作 家

と し て 文 壇 に 登 場 後 、 古 典 的 日 本 的 美 意 識 を 深 め 数 々 の 名 作 を 生

ん だ 。

（ 注 ２ ） 飯 櫃 （ め し び つ ） : 炊 き 上 が っ た 飯 を 移 し 入 れ る 器 。

（ 注 ３ ） 『 陰 翳 礼 讃 （ い ん え い ら い さ ん ） 』 : 谷 崎 潤 一 郎 の 随 筆 。 電 灯 が な

か っ た 時 代 の 日 本 美 の 感 覚 、 日 本 人 の 芸 術 的 な 感 性 に つ い て 論 じ

た も の 。

（ 注 ４ ） 落 懸 （ お と し が け ） : 床 の 間 や 書 院 窓 の 正 面 上 方 の 小 壁 の 下 端 に あ

る 横 木 。

（ 注 ５ ） 違 い 棚 （ ち が い だ な ） : 隣 り 合 う 棚 板 を 段 違 い に 取 り 付 け た 棚 。

　 用 語 解 説 は 、 大 辞 林 （ 三 省 堂 ） か ら 引 用 （ 一 部 抜 粋 ） 。

　 朝 日 新 聞 出 版 に 無 断 で 転 載 す る こ と を 禁 じ る 。 承 諾 番 号 ： １ ９― １ ９ ９ ４
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一 般 入 学 試 験 （ 前 期 ・ 専 願 型 ）

大 学 入 試 セ ン タ ー 試 験 利 用 入 学 試 験 （ 一 科 目 利 用 ）

社 会 人 ・ シ ニ ア 特 別 選 抜 試 験 （ Ｂ 日 程 ）

帰 国 生 特 別 選 抜 試 験

外 国 人 留 学 生 特 別 選 抜 試 験

環 境 の 恩 恵 を 受 け ら れ る 。 こ の 充 実 し た 通 信 イ ン フ ラ に 着 目 し た 数

多 く の 企 業 が 、 県 内 に サ テ ラ イ ト オ フ ィ ス を 設 置 し て い る 。 そ の 数

は ２ ０ １ ７ 年 末 時 点 で 56 社 。 中 に は 名 刺 管 理 ク ラ ウ ド サ ー ビ ス を 手

掛 け る Ｓ ａ ｎ ｓ ａ ｎ （ 東 京 ・ 渋 谷 ） 、 家 事 代 行 サ ー ビ ス の ベ ア ー ズ （ 東

京 ・ 中 央 ） 、 電 子 書 籍 大 手 の メ デ ィ ア ド ゥ （ 東 京 ・ 千 代 田 ） な ど 、 名

だ た る 企 業 も 少 な く な い 。

　 就 労 環 境 の 良 さ も あ っ て 、 同 県 へ の 移 住 者 は 年 々 増 加 し て い る 。

16 年 の 移 住 者 数 は ８ ４ ２ 人 で 、 前 年 か ら ３ 割 ほ ど 増 え た 。 「 特 に 30

代 以 下 の 現 役 世 代 が 多 く 、 全 体 の ６ 〜 ７ 割 を 占 め る 」 と 、 徳 島 県 東

京 本 部 　 産 業 振 興 担 当 係 長 の 高 尾 一 仁 氏 は 明 か す 。 1
7 年 は 前 年 を 上

回 る ペ ー ス で 移 住 者 が 増 え て お り 、 ９ 月 末 時 点 で ６ ０ ５ 人 が 移 住 を

果 た し た と い う 。

　 3
0 代 以 下 の 世 代 に と っ て 、 地 方 移 住 は 「 子 育 て 」 の 現 実 解 で も あ る 。

厚 生 労 働 省 の 「 保 育 所 等 関 連 状 況 取 り ま と め 」（ ２ ０ １ ７ 年 ４ 月 １ 日

時 点 ） に よ れ ば 、 国 内 の 待 機 児 童 数 は ２ 万 ６ 、 ０ ８ １ 人 を 数 え 、 前 年

比 で ２ 、 ５ ２ ８ 人 増 え た 。 特 に 東 京 都 や 千 葉 県 、 埼 玉 県 な ど 都 市 部

で の 受 け 皿 不 足 が 目 立 つ 。 地 方 都 市 に お い て も 保 育 園 の 空 き 枠 不 足

が な い わ け で は な い が 、 一 般 に 都 市 部 よ り も ゆ と り が あ る 。 つ ま り 、

優 良 な 子 育 て 環 境 を 求 め た 結 果 の ひ と つ が 地 方 移 住 と い う わ け だ 。

　 徳 島 県 で も 、 子 育 て 環 境 を 重 視 し た 若 い 世 代 の 移 住 が 増 え て い る

と い う 。 人 口 当 た り の 幼 稚 園 数 や 小 児 科 医 師 数 が 全 国 １ 位 で あ る こ

と や 、 職 場 と 自 宅 が 近 く 子 供 を 送 迎 し や す い 、 帰 宅 時 間 が 都 市 部 よ

り も 早 い 、 自 然 が 多 く 子 供 に 多 様 な 体 験 を さ せ ら れ る と い っ た 部 分

も 含 め て 「 子 育 て し や す い 環 境 」 と 評 価 さ れ て い る よ う だ 。

（ 注 １ ） サ テ ラ イ ト オ フ ィ ス : 企 業 や 官 公 庁 、 団 体 等 が 本 来 の オ フ ィ ス か

ら 離 れ た 所 に 働 く 人 の 利 便 性 向 上 な ど を 目 的 と し て 設 置 さ れ た オ

フ ィ ス の こ と 。

● 問 題 以 下 の 文 章 は 、 Ｎ Ｉ Ｋ Ｋ Ｅ Ｉ 　 Ｓ Ｔ Ｙ Ｌ Ｅ 「 増 え る 3
0 代 の

地 方 移 住 　 Ｉ Ｔ 普 及 で 就 労 し や す く 　 地 方 移 住 は 新 時 代

へ （ １ ） 」 、 ２ ０ １ ８ 年 ３ 月 20 日 、https://style.nikkei.

com/article/DGXMZO24957020S7A221C1000000

（ 参 照 　 ２ ０ １ ９ 年 １ 月 2
6 日 ） か ら の 抜 粋 で す 。

 こ の 文 章 を 読 み 、 「 自 然 と 人 間 」 を テ ー マ に 自 分 の 考 え を 、

６ ０ ０ 字 〜 ８ ０ ０ 字 で タ イ ト ル を つ け て 自 由 に 論 じ な

さ い 。

　 都 心 を 離 れ 、 地 方 へ と 移 住 し た い― 。 都 心 回 帰 の 流 れ の 一 方 で 、

地 方 移 住 の 希 望 者 が 年 々 増 え て い る 。 Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 ふ る さ と 回 帰 支 援

セ ン タ ー に よ れ ば 、 同 セ ン タ ー へ の 来 訪 ・ 問 い 合 わ せ 数 は 年 々 右 肩

上 が り で 増 加 。 ２ ０ １ ６ 年 に は 合 計 ２ 万 ６ 、４ ２ ６ 件 に 達 し た （ 図 １ ） 。

　 特 に 顕 著 な の が 、 3
0 代 を 中 心 と す る 現 役 世 代 の 増 加 だ 。 か つ て 地

方 移 住 と い え ば 、 「 リ タ イ ア 後 は 地 方 で の ん び り 暮 ら し た い 」 と い っ

た シ ニ ア 世 代 の ニ ー ズ が 強 か っ た 。 だ が ２ ０ １ ６ 年 時 点 の 主 流 派 は

現 役 世 代 。 40 代 以 下 の 移 住 希 望 者 が ７ 割 を 占 め 、 最 も 多 い の は 30 代

で ２ ８ ・ ０ ％ に 達 す る （ 図 ２ ） 。

■ Ｉ Ｔ の 普 及 が 地 方 移 住 を 後 押 し

　 背 景 に は 、 Ｉ Ｔ の 普 及 に よ る 就 労 環 境 の 改 善 が あ る 。 地 方 移 住 を

考 え る に 当 た り 、 現 役 世 代 に と っ て 最 大 の 難 関 は 雇 用 だ 。 移 住 は し

た い が 目 ぼ し い 就 労 先 が な く 、 生 活 の め ど が た た な い― 。 こ れ が 地

方 移 住 へ 二 の 足 を 踏 ま せ る 要 因 に な っ て い た 。

　 だ が 、 こ こ 数 年 で 時 代 は 大 き く 変 わ っ た 。 イ ン タ ー ネ ッ ト 環 境 が

あ れ ば ど こ で も 仕 事 が で き る よ う に な り 、 業 種 に よ っ て は 必 ず し も

都 心 部 に オ フ ィ ス を 構 え る 必 要 は な く な っ た 。 地 方 に サ テ ラ イ ト オ

フ ィ ス （ 注 １ ） を 設 け る 動 き も 活 発 化 し て お り 、 都 心 部 か ら 移 住 し や す

い 環 境 が 整 備 さ れ つ つ あ る 。

　 そ の 代 表 例 が 徳 島 県 。 県 内 に は 山 間 部 に 至 る ま で 光 フ ァ イ バ ー が

張 り 巡 ら さ れ 、 限 界 集 落 に 近 い 山 村 エ リ ア で も 高 速 ブ ロ ー ド バ ン ド
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● 参 考 例

「 自 然 へ の 覚 悟 」

　
地 方 へ の 移 住 を 希 望 す る 現 役 世 代 が 増 加 し て い る 。 こ れ は 、 雇 用

の 心 配 が な く な っ て き た こ と と 、 地 方 の 子 育 て し や す い 環 境 を 求 め

る 若 者 が 増 え て き た こ と が 理 由 で あ る 、 と 課 題 文 で は 述 べ ら れ て

い る 。
　
自 然 と 近 い 距 離 で 暮 ら す 時 、 人 と し て 成 長 で き る と い う イ メ ー ジ

を 持 っ た り 、 静 か で 豊 か に 過 ご し た い と い う 理 想 を 抱 く 人 は 少 な く

な い だ ろ う 。 し か し 私 は 、 自 然 の 多 い 環 境 に 移 住 す る な ら ば 、 覚 悟

が 必 要 で あ る と 考 え る 。 こ の 考 え に 至 る 理 由 は 二 つ あ る 。

　
ま ず 、 災 害 な ど で 停 電 が 発 生 し た 場 合 だ 。 私 は 限 界 集 落 と 言 え る 、

自 然 に 溢 れ た 地 域 に 住 ん で い る の だ が 、 停 電 に は 何 度 も 苦 し め ら れ

た 。 地 方 は 停 電 し た 際 、 復 旧 に は 都 心 よ り 多 く 時 間 が 掛 か る 。 も ち

ろ ん 復 旧 を 待 つ 間 、 パ ソ コ ン を 利 用 し た り 、 電 話 で 誰 か と 連 絡 を 取

り 合 っ た り す る の は 難 し く な る 。 も し パ ソ コ ン を 使 っ て 仕 事 を す る

と な れ ば 、 そ れ は 不 可 能 と な っ て し ま う し 、 仕 事 が で き な い と い う

連 絡 も す る こ と が で き な い だ ろ う 。 災 害 の 他 に 、 天 候 の 影 響 で も 、

頻 繁 に 停 電 が 起 き る と い う 状 況 に 、 希 望 と 理 想 だ け の 移 住 者 は 耐 え

ら れ る と は 思 え な い 。

　
次 に 、 地 域 の 人 と の 関 わ り 合 い が 重 要 に な っ て く る か ら だ 。 自 然

に 囲 ま れ て い る 小 学 校 で は 、 特 に 地 域 連 携 が 盛 ん で あ る 。 都 心 で は

地 域 の こ と は 深 く 考 え な く て も 、 自 分 の 暮 ら し に 集 中 で き た の で は

な い だ ろ う か 。 だ が 、 農 業 を 体 験 す る 授 業 が あ っ た り 、 ス キ ー 教 室

や 地 域 の 住 民 も 参 加 す る 活 動 が 多 く 展 開 さ れ て い る 。 地 域 と の 関 わ

り を 怠 る と 、 良 い 印 象 の 移 住 者 に は な れ ず 、 快 く 子 育 て に 協 力 し て

も ら う こ と は 難 し く 、 理 想 の 子 育 て は 実 現 し な い の で は な い だ ろ

う か 。
　
自 然 と い う 言 葉 を 聞 い て 理 想 郷 を 描 く こ と は 素 晴 ら し い こ と だ 。

地 方 で 暮 ら す 自 分 に と っ て 自 然 は 誇 り で あ る 。 し か し そ の 理 想 を 実

現 さ せ る た め に 、 デ メ リ ッ ト に も 目 を 向 け 、 覚 悟 を 決 め て ほ し い と

私 は 祈 る 。

● 教 員 コ メ ン ト

　
課 題 文 は 文 章 だ け で は な く グ ラ フ な ど 客 観 的 な デ ー タ が 出 さ れ 、

説 得 力 が あ る よ う に 思 え ま す 。 し か し こ の 参 考 解 答 は 課 題 文 と は 正

反 対 の 意 見 を 書 い て い ま す 。 反 対 す る だ け な ら ば 非 常 に 簡 単 な 行 為

で 「 そ れ は 違 う 」 と 述 べ れ ば よ い だ け で す が 、 そ れ で は 論 理 的 な 文 章

と は い え ま せ ん 。 こ の 参 考 解 答 は 、 具 体 例 を 挙 げ る こ と で デ ー タ に

現 れ な い 部 分 を 突 き 、 「 反 対 」 で あ る 意 見 を 論 理 的 に 説 得 で き て い る

点 が 評 価 で き ま す 。
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一 般 入 学 試 験 （ 後 期 ）

● 参 考 例

「 歪 み を 受 け 入 れ て 共 存 す る 」

　 古 代 、 自 然 と 人 間 を は じ め と し た あ ら ゆ る も の は 、 一 つ の 世 界 で

つ な が っ て い る と 考 え ら れ て き た 。 そ の 世 界 は 「 自 然 」 と 呼 ば れ る 。

江 戸 時 代 以 前 の 人 間 は 、 「 自 然 」 の 結 び つ き を 大 切 に し 、 そ れ を 歪 ま

す 行 為 は 誤 っ た も の と さ れ て い た 。 し か し 、 現 代 で は 「 自 然 」 を 基 準

と し た 習 わ し は ほ ぼ 消 滅 し 、 私 た ち は 人 間 を 中 心 と し た 規 範 に 従 っ

て い る 。

　 し か し な が ら 、 私 は そ の 歪 ん だ 状 況 で も 、 自 然 と の つ な が り を 感

じ る こ と が あ る 。 そ の 行 為 は 、 神 社 へ お 参 り に 行 く こ と だ 。

　 私 の 祖 父 は 農 家 を や っ て い る 。 祖 父 が 住 ん で い る 場 所 は 山 に 囲 ま

れ て お り 、 私 は 街 に 住 ん で い る た め 、 一 年 に 一 度 だ け 遊 び に 行 く 、

そ の と き に 、 祖 父 の 家 の 近 く の 神 社 へ お 守 り を 貰 い に 参 拝 す る 。

　 私 は そ の 行 為 を 、 神 を 敬 う も の と し て で は な く 、 今 も 残 っ て い る

「 自 然 」 を 続 け て い く も の だ と 思 っ て い る 。 私 以 外 の 人 で も 、 わ ざ わ

ざ 遠 方 か ら 訪 れ て い る 人 は 大 勢 い る た め 、 「 自 然 」 が 意 識 さ れ な い 現

代 で も 、 こ の 神 社 は 残 っ て い る の だ 。

　 古 代 の 日 本 の よ う に 自 然 と 一 体 化 し 、 「 自 然 」 の 結 び つ き を 歪 ま せ

な い 生 活 を 続 け る こ と は 、 ほ と ん ど の 人 間 が で き な い こ と だ 。 木 が

生 え な い コ ン ク リ ー ト の 上 に 住 所 を 構 え 、 自 然 信 仰 の 対 象 と な る 神

社 か ら 遠 く 離 れ た 場 所 で 多 く の 人 は 生 活 し て い る 。 そ の 歪 み は 、 も

は や 治 せ な い も の で あ る 。

　 だ か ら こ そ 、 そ の 歪 み を 自 覚 し な が ら 受 け 入 れ て い く こ と が 、 自

然 と 人 間 を つ な ぐ 結 び 目 に な っ て い く 。 現 代 社 会 で 自 然 と 人 間 は 一

見 す る と 相 い れ な い も の に 感 じ る が 、 昔 の よ う な 結 び つ き が 今 も ど

こ か で 残 っ て い る 。 私 た ち の 食 べ 物 や 道 具 が 、 自 然 を 構 成 す る も の

に つ な が る よ う に 、 私 た ち 人 間 の 心 も 自 然 の 精 神 の よ う な 本 質 と つ

な が る と こ ろ が あ る 。 自 然 と 人 間 は 、 同 じ 世 界 の 住 人 と し て 自 然 と

接 し て い か な か れ ば な ら な い の だ 。

● 教 員 コ メ ン ト

　 よ く 見 ら れ る 解 答 は 、 課 題 文 の 意 図 を ま っ た く 理 解 せ ず 事 前 に 考

え て き た 自 説 を 覚 え た ま ま 書 き 連 ね る と い う も の で す 。 し か し ま っ

た く 別 人 で あ る は ず の 課 題 文 の 作 者 と 解 答 者 の 意 図 が ぴ っ た り と 一

致 す る こ と は あ り え ま せ ん 。 課 題 文 に 沿 っ て 、 物 事 を 考 え 、 自 ら の

体 験 や 知 識 を 論 理 的 に 接 合 さ せ る こ と を 心 掛 け て く だ さ い 。

● 問 題 以 下 の 文 章 は 、 内 山 節 「 歪 ん だ 自 然 と の 結 び つ き 」（ 『 水 の

文 化 第 53 号 』 ミ ツ カ ン 水 の 文 化 セ ン タ ー 、 ２ ０ １ ６ 年 ６

月 、 ２― ３ ペ ー ジ ） か ら の 抜 粋 で す 。

 こ の 文 章 を 読 み 、 「 自 然 と 人 間 」 を テ ー マ に 自 分 の 考 え を 、

６ ０ ０ 字 〜 ８ ０ ０ 字 で タ イ ト ル を つ け て 自 由 に 論 じ な

さ い 。

　 か つ て の 日 本 の 人 々 は 、 み え て い る 世 界 の 奥 に み え な い 世 界 が あ

る と 考 え て い た 。 み え て い る の は 現 象 の 世 界 で あ り 、 み え な い 世 界

に 本 質 が あ る と い う と ら え 方 で あ る 。

　 た と え ば 「 私 」 を み て も 、 み え て い る の は 私 の 現 象 だ け だ 。 背 が 高

い と か 低 い と か 、 ど ん な 話 し 方 を し て ど ん な こ と に つ い て よ く 語 る

と か 。 と こ ろ が 「 私 」 の 本 質 は 何 か と 問 わ れ れ ば よ く わ か ら な い 。 誰

も 気 づ い て い な い 本 質 が あ る か も し れ な い し 、 私 自 身 も ま た 自 分 の

本 質 を 知 ら な い の か も し れ な い 。

　 自 然 の 本 質 も 同 じ こ と だ 。 暑 い 夏 が 来 た り 嵐 に 襲 わ れ た り と い っ

た 現 象 は 知 っ て い て も 、 自 然 の 本 質 と は 何 か と 聞 か れ れ ば 満 足 な 答

え を 出 せ る 人 は ま ず い な い だ ろ う 。 自 然 の 本 質 も ま た み え な い 世

界 だ 。

　 妖 怪 や 物 の 怪 も 、 そ れ が み え る か た ち で 現 れ る な ら 現 象 の 世 界 な

の で あ る 。 そ れ は 妖 怪 や 物 の 怪 の 本 質 で は な い 。

　 と す る と す べ て の も の の 本 質 は ど こ に あ る の だ ろ う か 。 か つ て の

人 々 は 、 そ れ は 結 び 合 う 世 界 に あ る と 考 え て い た 。 私 た ち に は み え

な い 、 気 づ か な い だ け で 、 す べ て の も の は 奥 の 方 で 結 び 合 っ て い る 。

自 然 も 人 間 も 、 最 深 部 で は 結 び 合 う 存 在 を も っ て い て 、 こ の 共 通 の

存 在 か ら 現 れ て き た 現 象 が 、 ひ と つ ひ と つ の も の で あ り 、 私 で あ っ

た り 、 他 の 誰 か 、 木 や 草 や 動 物 で あ っ た り す る 。

　 だ か ら 奥 に あ る 結 び 合 う 世 界 が 「 自 然 」 で あ る こ と を 人 々 は 願 っ

た 。 自 然 と は 「 お の ず か ら 」 と い う こ と で あ り 、 作 為 の 入 ら な い 本 来

の も の と い う 意 味 で も あ る 。 自 然 に 真 理 の 世 界 、 そ れ ゆ え に 神 仏 の

世 界 を み た と い っ て も よ い 。

　 と こ ろ が 人 間 た ち の 行 い が 、 自 然 の 結 び つ き を ゆ が め て し ま う こ

と が あ る 。 そ の 結 果 古 代 の 人 た ち が 一 番 恐 れ た の は 祟 り だ っ た 。 た

と え ば 奈 良 時 代 に は 御 霊 信 仰 （ 注 １ ） が 広 が っ た が 、 そ れ は 謀 略 な ど に

よ っ て 命 を 落 と し た 人 が 怨 霊 と な っ て こ の 世 に 祟 る と い う も の で あ

る 。 菅 原 道 真 （ 注 ２ ） は 祟 り 神 と し て あ ま り に も 有 名 だ が 、 人 々 は 怨 霊

を 鎮 め る た め に い ろ い ろ な こ と を し た 。 人 間 た ち の 誤 っ た 行 い が

自 然 の 結 び つ き を ゆ が め 、 そ の 結 果 怨 霊 が 祟 る と い う 現 象 が 生 み だ

さ れ た の で あ る 。 だ か ら 人 々 は 自 然 の 結 び つ き を 回 復 す る た め に 努

力 し な け れ ば な ら な か っ た 。

　 お そ ら く 妖 怪 や 物 の 怪 も 、 結 び つ き の ゆ が み か ら 生 ま れ て く る も

の な の だ ろ う 。 た だ し 江 戸 時 代 に な る と 、 そ れ を も 生 き る 世 界 の 「 友

人 」 に し て し ま う 傾 向 も 生 ま れ た 。 絵 画 と し て 妖 怪 が 描 か れ 、 カ ッ

パ は 少 々 悪 さ を す る 村 の 居 住 者 に な っ て い く 。 人 々 は 結 び つ き の な

か の ゆ が み も 許 容 す る よ う に な り 、 そ れ が い ま に 伝 え ら れ る よ う に

な っ た 。

（ 注 １ ） 御 霊 信 仰 : 死 者 の 霊 が た た る こ と を 恐 れ る こ と か ら 生 じ た 信 仰 で

あ る 。

（ 注 ２ ） 菅 原 道 真 （ す が わ ら の み ち ざ ね ） : 平 安 時 代 の 貴 族 で あ っ た が 、 政

略 に よ り 、 太 宰 府 に 左 遷 さ れ た 。 死 後 、 怨 霊 と な り 、 朝 廷 に た た

り を な し た と さ れ る 。 現 在 で は 学 問 の 神 様 と し て も 知 ら れ て い る 。
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静物デッサン 180分

● 教員からのアドバイス

　「静物デッサン」は鏡と野菜や果物、日用雑貨といった、質の異

なる２種類の身近なモチーフを机上で組み合わせて描くという、シ

ンプルな内容です。工業製品である鏡は、パースの正確さや鏡面の

映りこみの様子、また野菜や果物、日用雑貨では立体感の表現に

加えて、それぞれの質感をいかに描き分けるかといった、いくつか

のポイントを押さえて取り組むことが重要です。

　これから本格的に始めてみようと考えている方や、まだ経験の少

ない方は以下の点などに注意して練習してみてください。このような

構成デッサンでは、およそ次のような３つの要素が大切になります。

　その１．「発想力」：イメージ力・着想力とも言い換えられますが、

本学でのデッサンでは奇抜なアイデアを求めているわけではありま

せん。与えられたモチーフを組み合わせて、いかにそれらが自然な

雰囲気を持ち、リアリティーが感じられるか、という点が重要です。

そのためには、何をどのように見せたいのかといった、画面上の主

役（見せ場）を明確に意識してセッティングすること。それによって

画面の見栄えは随分違ってきます。そのようなことを考慮して、モチー

フをセットしてみてください。

　

　その２．「構成力」：セットしたモチーフをどのように画面に入れる

か、つまり構図が重要になります。モチーフと空間になる余白との

関係を画面全体の中で大き過ぎたり、小さ過ぎたりしないよう、バ

ランス良く捉えてください。また視点の位置（モチーフに対する目の

高さや角度）を変えることによって、モチーフの見え方や鏡に映る

虚像の空間、奥行き感など雰囲気は大きく変わります。これにより、

セッティングの意図が明快になったり、また美しい空間表現につな

がったりします。

　

　その３．「描写力」：発想力・構成力を生かすのは何といっても描

写力です。日頃から身近な様々なものを描く練習を繰り返してくださ

い。特に「光の方向と強さ」を意識することは重要です。モチーフ

に現れる陰影による個々の量感表現と、モチーフの表情やディテー

ルを描くことによる質感表現のコンビネーションは描写のポイントと

いえます。また、明・中・暗といった全体の調子の流れを捉えるこ

とも忘れてはなりません。加えて、中心になるモチーフをしっかりと

描き込むことは、描き込んだ魅力と画面の強さを表現することにな

るでしょう。

　先ずはこれらのことを踏まえて頑張ってみてください。

● 問題 与えられたモチーフを机上で自由に構成し、

 鉛筆デッサンしなさい。

モチーフ 鏡、柿

自己推薦入学試験 A
社会人・シニア特別選抜試験（A 日程）

● 試験時間 180 分

● 出題内容 鉛筆によるデッサン

● 評価のポイント 描写、構成などの総合的な表現力

● 大学で用意するもの B3 画用紙

● 受験者が用意するもの 鉛筆デッサン用具一式
 カルトン（画板）またはパネル

 カルトン用クリップ

 フィキサチーフ（定着液）を

 使用す る場合は、試験時間終了時に

 限って使用可
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参考解答

● 教員コメント

　画面の構成も無理のない安定した構図を選んでいます。工業製品

である鏡の形態、構造を 正確に捉えており、自然物である柿の質

感や立体感もしっかり描けています。鏡に映り込む虚像と影が画面

の見せ場となっており、鏡のプラスチックに柿が微妙に写り込んで

いるところも描いています。３つのポイントをしっかりおさえた完

成度の高いデッサンです。

● 教員コメント

　鏡の形態が実物と異なっており、形を正確に捉えるという部分は

出来ていません。鏡が閉じた時にしっかりと合う様に見えているか

は重要なポイントです。構図も若干小さく見えてしまっていますが

同一平面上にモチーフが乗っている様に描けており、空間を感じる

事が出来ます。柿の質感、立体感はしっかりと描けています。
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● 問題 与えられたモチーフを机上で自由に構成し、

 鉛筆デッサンしなさい。

モチーフ 鏡、レモン

デッサン特別選抜試験 参考解答

● 教員コメント

　ハイアングルの構図は難しいのですがしっかり形がとれていま

す。工業製品である鏡も正確に描けており、自然物であるレモンの

質感、立体感も充分描けています。特にレモンのヘタの部分や鏡に

写り込んだ様子はハイアングルでないと見せられない効果がありモ

ノの影の表現と併せて魅力的なデッサンとなっています。

● 教員コメント

　構図が少し右に寄ってしまっており、鏡の置き方によって形の正

確さを出す事が難しくなってしまっています。鏡をもう少し反時計

回りに回転させ左の余白に効果的な影が出来るようにするとバラン

スが良くなるでしょう。レモンは質感、立体感とも非常に良く描け

ており、香りまで感じられるデッサンです。
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● 問題 与えられたモチーフを、机上で自由に構成して

 鉛筆デッサンしなさい。

モチーフ 鏡、ブロッコリー

一般入学試験（前期・専願型）
大学入試センター試験利用入学試験（一科目利用）
社会人・シニア特別選抜試験（B 日程）
帰国生特別選抜試験
外国人留学生特別選抜試験

参考解答
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参考解答

静
物
デ
ッ
サ
ン

● 問題 与えられたモチーフを、机上で自由に構成して

 鉛筆デッサンしなさい。

モチーフ 鏡、電球（パッケージを含む）

一般入学試験（後期）

参考解答なし
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手のデッサン 180分

● 教員からのアドバイス

　 手は皆さんの最も身近にあり、とくにモチーフを用意しなくとも、

いつでも練習できる対象です。とにかくまずは日頃からよく観察し、

沢山描くことが大切です。また骨格や筋肉のつき方など、目に見え

る皮膚の下の構造、つまり解剖学的な理解も必要となります。評価

にあたってまずは、自然な手の形として描けているかどうかが重要

なポイントとなります。また何かを持っているという想定デッサンで

もありますので、出題された想定モチーフとの自然な組み合わせ、「自

然な持ち方」であるかどうかも大事なポイントです。これらを実現す

るために以下の点を参考にしてください。

・手について

　プロポーションとも言いますが、各指の長さや太さ、手のひらの

大きさや厚み、手首と腕の長さや太さなど、それぞれの比率につい

て細かく検討しながら描き進めてください。また皮膚や爪などの質

感表現についても注意して、シワや爪の光沢をよく観察して描き込

めるとリアリティーが増してきます。シワの方向を正しく追うことで

形をつかむこともできます。指を折り曲げる場合はとくに関節の位

置と形状をよく見て、しっかりと描いてください。

・想定モチーフについて

　何が出題されるかは分かりませんので、日頃から身近な様々なも

のを描く練習を繰り返しましょう。その経験の蓄積があれば記憶を

頼りに描けるようになります。また持ち方の決定には発想力が必要

となりますが、奇抜なアイデアを求めているわけではありません。あ

くまで自然な、日常的な行為として考えてください。またここでも質

感表現と、手との大きさの比較にも注意してください。

・構図

　まず画面に対して大きすぎず、小さすぎず、程よい手の大きさを

決定することです。それから配置も重要です。おもな見所となる部

分を考え、それが余白との関係で偏らない位置（大まかには画面の

中心付近）にくるよう、アタリをつけて描き始めるとよいでしょう。

・空間表現

　形を的確に捉えることができ、しっかり描き込めるようになれれ

ば自ずと空間表現も可能になりますが、手のひら（または手の甲）

から指先にかけて、画面に対して手前と奥の描き込み密度や鉛筆

の濃度などを使い分けることによってさらに良くなるでしょう。また

● 試験時間 180 分

● 出題内容 鉛筆による手のデッサン

● 評価のポイント 基礎的デッサン力、観察力、構成力

● 大学で用意するもの B3 画用紙

● 受験者が用意するもの 鉛筆デッサン用具一式
 カルトン（画板）またはパネル

 カルトン用クリップ

 フィキサチーフ（定着液）を

 使用する場合は、試験時間終了時に

 限って使用可

重要なこととして、光の差してくる方向を定め、手と想定モチーフと

の陰影のつき方に矛盾が起きないように何度も確認しながら描いて

ください。

　最後に、手と想定モチーフばかりに気を取られることなく、手首

や腕もおろそかにならないよう気を配りましょう。これらを意識して

全体的にしっかりと描き込めるよう練習すれば良いデッサンが描け

るようになるでしょう。
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参考解答

● 問題 「石（１個）」を想定し、それを持つ手をデッサン

 しなさい。なお、手は片手でも両手でも構わない。

自己推薦入学試験 A
社会人・シニア特別選抜試験（Ａ日程）

● 教員コメント

　堂々と思い切りよく大きな塊になるように構想し、力強さと迫力

がよく出ています。とくに内側にグッと手をひねった感じが上手く

表現され、画面に大きな動きを与えています。手首の筋・腱の盛り

上がりと陰影、しわの出方を細かく観察して描き込んでいるのが好

印象です。石と手のひらが接する箇所を丁寧に描き分け、硬さと柔

らかさの対比も表現できています。
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参考解答

参考解答なし
手
の
デ
ッ
サ
ン

● 問題 「球」を想定し、それを持つ手をデッサンしなさい。

 なお、手は片手でも両手でも構わない。

デッサン特別選抜試験

参考解答
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● 問題 「葉」を想定し、それを持つ手をデッサンしなさい。

 なお、手は片手でも両手でも構わない。

一般入学試験（前期・専願型）
大学入試センター試験利用入学試験（一科目利用）
社会人・シニア特別選抜試験（B 日程）
帰国生特別選抜試験
外国人留学生特別選抜試験

参考解答

● 教員コメント

　画面全体の空間を意識し、上下をうまく利用したダイナミックな

デッサンです。手前の親指と奥の小指側との描き込み密度や濃淡の

差、また葉のはためいた形と持ち方により、空気感や風が伝わって

きます。手と葉の関係、全体の構図、描き込みにより作者の構想や

着眼点が明快に表現されています。葉に映る指の影を描くなど、想

定モチーフにも現実的な視点が感じられます。
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参考解答

参考解答なし

参考解答

手
の
デ
ッ
サ
ン

● 問題 「ひも（１本）」を想定し、それを持つ手を

 デッサンしなさい。

 なお、手は片手でも両手でも構わない。

一般入学試験（後期）
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参考解答

参考解答なし

水
彩
構
想
画

水彩構想画 300分

● 教員からのアドバイス

　目前の対象をただ写し取るだけではなく、与えられたモチーフを

手がかりに、対象の背景も含めた空間を自由な発想で表現すること

を望みます。奇をてらい過ぎることなく、対象から受け取った着想

をしっかりと画面の中に落とし込み、自分の想いを伝えることがで

きるかどうかがポイントです。対象の背景も絵画空間として表現す

ると良いでしょう。また、対象への興味も大切な採点要素となりま

す。対象をよく観察し、しっかりと描写していくことがポイントです。

● 問題 人物とモチーフを基に、背景を含め自由に構想して

水彩にて描きなさい。

モチーフ ススキ、布

自己推薦入学試験 A
社会人・シニア特別選抜試験（Ａ日程）

● 試験時間 300分

● 出題内容 人物とモチーフをもとに、構図や

 色彩などを自由に構想して描く。

● 評価のポイント １）発想力、構想力

 ２）対象の観察力、描写力

 ３）色彩表現

 ４）独自の視点

● 大学で用意するもの P12号の水張りパネル

● 受験者が用意するもの 水彩用具一式　筆洗　鉛筆
 消しゴム　鉛筆削り　描画用具
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水彩構想画
出題・解答例

● 問題 1 人物とモチーフを自由に構想して水彩で描きなさい。

モチーフ ビニール傘、布（フェルト）

● 教員コメント

　人体のフォルムを的確に捉え、顔や手などの表情を丁寧に描いて

います。服の表情を始め観察が隅々まで行き届いており、完成度の

高さを感じます。モチーフの傘の中には遊び心を交えつつ、全体の

中にアクセントとなる効果を生み出しているところにも好感が持て

ます。柔らかい色調を基調としながらも、存在感のある力強い表現

となっています。

参考解答

※以下の参考作品は在学生を対象に模擬テストを行ったものです。
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● 問題 2 人物とモチーフを自由に構想して水彩で描きなさい。

モチーフ 木枠、バスケットボール

● 教員コメント

　線を主体としたリズミカルなかたちや豊かな色彩を通して独自の

世界観を堂々と描いています。デフォルメした風景を随所に取り込

んだ構成にも魅力があり、発想の柔軟さと豊かさを感じます。作品

全体から作者の意図やねらいが感じられ、絵画として力強く、また

魅力的な“構想画”となっています。

参考解答
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水彩画 300分

● 教員からのアドバイス

　的確な描写力と対象をどう捉えるか、と云う感性が求められます。

しっかりと対象の印象を捉えるデッサン力や色彩感覚の豊かさなど

が大切です。

　最も大切なことはデッサン力です。対象を理解しどのように表現

するのか、構造を理解し、細部をしっかり観察して描くことがポイ

ントです。プロポーションはもちろんのこと、細部の描き込みや、

どこまで対象に迫れるかが問われます。また絵の具の仕事では単純

に色を塗り重ねるだけではなく、質感などを手掛かりにして自身の

色彩感覚で積極的に色を探りながら筆で丹念に描くよう心がけてく

ださい。

　６時間という限られた時間の中で魅力的な画面を作るには、何を

主題とするのかをしっかり見極めて作画することが重要です。これ

を伝えたいというものを描く対象から見いだし、対象の魅力を引き

出す姿勢が試されます。日頃から自分が何に心惹かれるのかを問い

ながら制作に励んでください。

● 問題 与えられたモチーフを水彩にて描きなさい。

モチーフ 花（アルストロメリア）、花器、布、紙皿、ブロッコリー

 レモン、アボカド、ミニトマト

一般入学試験（前期・専願型）
大学入試センター試験利用入学試験（一科目利用）
社会人・シニア特別選抜試験（B日程）
帰国生特別選抜試験
外国人留学生特別選抜試験

● 試験時間 300分

● 出題内容 水彩画制作

● 評価のポイント 描写力、造形力、色彩感覚、独自性

● 大学で用意するもの P12号の水張りパネル

● 受験者が用意するもの 水彩用具一式　筆洗　鉛筆
 消しゴム　鉛筆削り　描画用具
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参考解答

● 教員コメント

　メインとなる花、花器から野菜果物に至るまでそれぞれのモチー

フをしっかりと捉えることが出来ています。配置構成も吟味され、

左からの光源に設定した状況が美しく感じられます。絵の具におい

ても質感を捉えながら筆で丹念に描いているところに好感が持てま

す。また、細部まで行き届いた観察からはじっくり取り組もうとす

る姿勢が垣間見えます。
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参考解答

● 問題 与えられたモチーフを水彩にて描きなさい。

モチーフ 白菜、不知火（しらぬひ）、苺、布、木材

一般入学試験（後期）
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油彩画 300分

● 教員からのアドバイス

　自己推薦入試では、基本的なものの捉え方を重視した静物モチー

フの課題です。実際に置かれているモチーフの状態を感じ取りなが

ら、台と物の関係やパース、明暗、量感、質感などをよく観察して

描いてください。

　一般入試は前期、後期共に、出題されたテーマに沿って自身を自

由に描く課題です。自己推薦入試に比べて、より自由で幅の広い表

現が可能です。問われている内容を理解し、各々の発想力を十分

に発揮してください。

　なお、油彩制作は５時間の試験時間なので、過度のテクニックを

求めているわけではありません。対象や空間を的確に捉え、かつ豊

かに捉えながら伸び伸びと意欲的に制作してください。

● 問題 油彩にてモチーフを描きなさい。

自己推薦入学試験 A
社会人・シニア特別選抜試験（Ａ日程）

● 試験時間 300 分

● 出題内容 油彩画制作（アクリル絵の具も可）

● 評価のポイント 描写、色彩、構成、着想等の総合力

● 大学で用意するもの F10 ～ F12 号のキャンバス

 鏡（一般前期・後期のみ）

● 受験者が用意するもの 油彩画用具一式（アクリル絵の具も可）
 描画道具
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● 教員コメント

　ストライプの布の明るさが水槽に反射し水に浮かぶレモンと共に

大きく画面に打ち出し、見えてくる対象の綺麗さを素直に引き出し

た点が良いです。明暗を考え対比させたことも水槽を引き立たせて

います。パイナップルの描写が弱く、ワイン瓶や水槽の歪みは気に

なるところだが、モチーフを支える床のブルーの布との対比が美し

く画面を安定させています。

参考解答
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● 教員コメント

　積極的に絵の具を使いながらも、リズミカルにモチーフの表情を

捉えています。特に、周りのモチーフが反射して様々な変化を見せ

る水槽に背景から明るい色調で繋いでいるところはとても魅力的。

微妙な色彩の水槽をパイナップルやワイン瓶、鉄パイプによって支

えることで画面を意識した構図となり、空間や質感変化を形作る作

品となっています。
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● 教員コメント

　モワモワとした煙の中にいるのか、あるいは夜見る夢の中に朦朧

とした自分を表現したものだろうか。この作品は、夢と私というテー

マを黄色や紫の色彩と明暗によって自身の夢見る顔の表情に重ね合

わせ、空間を醸し出しているところが評価できます。自画像以外の

部分にも想像を膨らませ、夢の具体性があるともっと説得力のある

表現になるでしょう。

参考解答

● 問題 「夢と私」をテーマに、自身を自由に描きなさい。

一般入学試験（前期・専願型）
大学入試センター試験利用入学試験（一科目利用）
社会人・シニア特別選抜試験（B 日程）
帰国生特別選抜試験
外国人留学生特別選抜試験
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● 教員コメント

　雪景色の中に突如として現れるカーテンの間、その周りには夢を

食うバク、夢の世界を豊かに表現しようとする本作。自画像はシン

メトリー構図で難しい構成ですが、カーテンの間から見える夜の都

市と繋がるように自画像を重ね、左右にバクを配置することで視点

を変化。ストライプ地の服に白い形の配慮など、過不足なく要素を

造形的に利用しています。

油
彩
画
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彩
画

● 教員コメント

　軽快に背景を二分する色面に対し、自画像を的確な描写でしっか

りと捉えているところはとても良く、技術的な巧みさを感じます。

その反面、モチーフの虫眼鏡の特徴をあまり活かした表現に至って

いません。もっと積極的にアプローチし、モチーフの扱いをねらい

として考えて欲しいところです。画面下三分の一が希薄になってい

ることも表現を弱くしています。

● 教員コメント

　絵の具をたっぷりと使い臆面もなく表現しようとする意欲をこの

絵には感じます。耳や目からは勢いよく様々な物が飛び出し自画像

を取り巻くことで画面に動きを与えています。右目の印象が強く、

絵のねらいである虫眼鏡で拡大した耳があまり見えてこないのが残

念。拙さは感じますが、伸び伸びと勢いよく描いている感じは楽し

そうで感覚の豊かさがあります。

参考解答

● 問題 与えられたモチーフを自由に使い、

 自画像を描きなさい。

モチーフ 虫眼鏡

油彩画
一般入学試験（後期）
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ショートストーリー創作 90分

● 教員からのアドバイス

　短くても、ストーリー（小説）を書くのは大変です。テーマを決め、

キャラクターを造形し、ストーリー構成を考える。語り手を誰にする

のか、どのように語るか、どこに重点を置くのか、も決めなければ

なりません。漫然とあらすじを書いただけではストーリーとは言えま

せん。

　長編小説が登場キャラクターたちの人生の総体をあつかうのに対

して、ショートストーリーの多くは人生の一断面を描き出します。一

つの印象的な事件が、暗闇の中での稲光のように登場キャラクター

の本質を瞬間的に照射する。要するに、ある事件が発生し、それに

よって登場キャラクターの輪郭がくっきりと浮かび上がり、世界が

瑞々しく立ち上がるのがショートストーリーです。

＊

　アイディアを思いついたからと言って、いきなり書き始めてはいけ

ません。設定を細かく検討しましょう。構成を考えましょう。会話

を吟味しましょう。そして書き終わったら、必ず読み直してください。

文章の乱れ、誤字や脱字、表記ミスなどをチェックしましょう。ストー

リーがうまく展開していない箇所、キャラクターの行動が不自然な

箇所などが発見できる場合もあります。読み手に伝わるように文章

が書けているのかどうか点検し、修正することが文章力を伸ばす秘

訣でもあります。字は読みやすく丁寧に書いてください。そして、必

ず作品を完結させてください。途中で終わっている作品は減点の対

象になります。

＊

　試験では、指定のタイトルに合致するショートストーリーを書いて

もらいます。タイトルからどんなストーリーを創造するのか、まずは

発想力が問われます。作品内容とタイトルは、必ずしも直接的な関係、

文字通りの関係を持つ必要はありません。両者を比喩的、象徴的に

結びつける方法も活用してみて下さい。例えばスティーヴンソンの『ジ

キル博士とハイド氏』は、直接的にジキル博士とハイド氏を描いてい

ますが、ストルガツキー兄弟の『蟻塚の中のかぶと虫』は、平凡な

人類の中に生まれた超人を比喩的に表現しています。ともあれ、ど

んなストーリーを発想するのか、そして、それをどのように表現する

のか、文章力はもちろん、総合的な創作能力の発揮を期待しています。

　基本的な文章力があれば、あとは発想の独自性が勝負です。平

素から興味や関心を広く持つことを心がけ、自分にとって面白いこ

と、わくわくすること、胸に迫ることなどを書き留めておけば、感性

も磨かれ、発想力や文章表現力の養成にも役立つはずです。

＊

　普段は使わない言葉や難しい表現を使う必要はありません。自分

の言葉で素直な思いを書いてください。若い書き手は作品の完成度

や技術に還元できない「何か」を備えているものです。その「何か」

も十分評価の対象になります。

　肩から力を抜き、リラックスして、頭の中に浮かんだイメージを「こ

とば」にして解答用紙に刻みつけてください。チャレンジ精神とオリ

ジナリティ、たくらみに満ちた新しい世界との出会いを、教員一同、

楽しみにしています。

● 試験時間 90 分

● 出題内容 設問の指示にしたがい 800～ 1,200

字でショートストーリーを創作する。

● 評価のポイント 論理的思考力、文章表現力、発想力、

独創性

● 大学で用意するもの 解答用紙（Ａ３用紙２枚・原稿用紙

縦書き）

 下書き用紙（Ａ３用紙２枚）

● 受験者が用意するもの 鉛筆またはシャープペンシル
 消しゴム

 鉛筆削り
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● 教員コメント

　卒業をひかえた友人二人が早朝の浜辺で花火をするというストー

リーですが、シーンをあえてシンプルに設定し、そこを簡潔に描く

ことに特化させたのは見事です。「夜」を「早く終わ」らせたかのよう

な花火の光は、二人の繋がりの強烈さと儚さを、美しい思い出と未

来を多義的に象徴しており、シンプルゆえにイメージ豊かな作品に

仕上がっています。

参考解答

　押し入れから発掘された古い花火を片手にまだ暗い海辺を行く。

女の子二人だけで夜に火遊びなんて、と怒る父を出し抜くため、今日

は早朝の四時に起きて、ひっそりと我が家を抜け出した。花火をする

には大幅に季節外れな冬。さらに夜明け前の早い時刻のお陰で浜辺

についた足跡は私と、私の隣を歩く彼女のものだけだった。

「ろうそく立てるの、この辺りでいいかな」

　しゃがみこんでライターを構える彼女に、寝起きのぼんやりとした

頭のまま、うん、と一つ頷く。てきぱきと花火の準備を進める様子をし

ばらく眺めた後、私ももそもそと花火の袋を開ける作業に取りかかっ

た。まず最初は何から火をつけようか。そう笑う彼女に、まずは、と最

もスタンダートな手持ち花火を渡した。促され、私も同じものを二本

手に取る。両手持ち？と聞かれれば、最初くらい派手に行こう、と笑

って見せた。すると、彼女も同じ分だけ笑い返してくれる。こんな時間

が永遠に続けばいいのに。そう考えて、まだ花火に火をつけてさえい

なかったことを思い出して、両手をろうそくの火に近づけた。

　それは、光の海のような光景だった。ほとばしる三本の火花が夜

の闇を照らす。まるで私たちの周囲だけ、夜が早く終わったかのよう

だった。光が、彼女の笑顔を輝かせる。ああ、まだ夜は明けていない

というのに、花火の光も、彼女の笑顔も、太陽のようだ。

「あんちゃん」

　ほとんど無意識に、名前を呼んでいた。

「なあに、さわちゃん」

　彼女の笑顔は安らかなのに、私の胸の内は暗くよどんでいる。しか

し、私には言わなければならないことがあった。

「卒業しても、元気でね」

　しぼり出した声は、震えていなかっただろうか。最初からそれを伝

えるために、卒業して離れ離れになる前の思い出づくりのために海へ

訪れたというのに、私は顔を上げることさえできなかった。彼女は一

体どんな表情をしているのだろう、と思った矢先に、俯いた私のつむ

じに震えた声が降ってきた。

「うん、元気でね」

　ほたり、小さな音がして、足元の砂の色が少しずつ変わってゆく。

お互い、それから何も言葉を発することは無かった。聞こえるのは、

はち、はち、と細かな火花を飛ばす手持ち花火の音と、ほたり、と砂

にしみを作る音だけ。静かな夜の海はなんだか夢のようなのに、私た

ちを照らし、包み込む花火の光は私の心の奥の不安を暴くようで、空

しかった。

　止まない涙をまぶしい光のせいにして、私たちは笑い合った。間近

に迫った別れの日を見なかったことにして。

　夜明けは、もうすぐそこにやって来ている。

● 問題 以下に指定するタイトルに相応しいショートストー

リーを800字から1,200字で書きなさい。なお、タ

イトル欄には「早く終わる夜」と記入すること。

タイトル　「早く終わる夜」

自己推薦入学試験 A
社会人・シニア特別選抜試験（Ａ日程）
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● 教員コメント

　演奏会の後の一コマを印象的に切り取って見せた作品です。「途

切れない音響」には、物理的な音響のみならず、生前の「先生」の余

韻まで込められています。直接書かれてはいませんが、指導に熱心

であった先生が、死後も演奏会の会場に現れ、ひそかに演奏を「指揮」

し……といった場景がはっきり浮かんできます。情報量の密度につ

いての操作が秀逸です。

参考解答

　パチッパチッと、舞台から順に電気を落としていく。公演の時は遠

い方から、と規則に従うが、僕が点検をする日は、誰もいないことを

いいことに、逆から落とす。二階席の一番うしろ、ハコの奥だけに灯

る光は、静けさも加勢して、重厚な組曲のエンディングのような荘厳

さがある。

　その二階の席座に、ふと人影が見えた気がした。今日は地元の吹

奏楽強豪校の特別演奏会で、二階まで満席だった。強豪だけあって

終演後の片づけも完璧だ。僕も今日は、二階の点検をせずに帰路に

つくつもりだったが、見えた気がした人影が気になり、階段をのぼっ

た。

「あぁ、ごめんな、ハルノ君」

そこにいたのは、今日の吹奏楽部の顧問の先生だった。

「今日の演奏、いかがでしたか？」

先生の終演後の決まり文句。録音した音源を届けに行くと、必ず感

想を聞かれる。「木管がいつもよりないていました」と答えると、先生

はうれしそうな顔をした。

「さすがハルノ君。今日は一段と客席の雰囲気もよくて」

　座席から立ち上がった先生は、いつものように深く一呼吸おいて、

手を上げた。

「最後の組曲、最高だっただろ。残響が、ハコの鳴りも良かった」

先生はそう言いながら、二階席の奥から静まり返った闇のホールに

向けて指揮をする。

「最後、いつもの先生なら響きを残していくのに、どうして今日は」

学生の頃はプレイヤーとして先生を、卒業してからは舞台の技術者と

して先生を見てきた僕にはわかった。きっと今日、演奏していた学生

にも。

「俺の作る組曲は、音がとどまっちゃうからそれはちょっと無粋だ

なって」

今日の公演で先生と代わって指揮を振ったハマダ先生の指揮は、先

生のほぼコピーだった。しかし、音はいつものような底に残る響きで

はなく、昇天するような上への響きであった。あの組曲の最後を決め

たのは、ハコの奥でとどまっていた、見えないはずの先生だった。

　指揮を振り終えた先生は、座席に置いてあった上着を持ち、ホー

ルいっぱいの響きを吸いこむように大きく息をした。

「やっぱり馴染みのハコに染みた音を全部は持っていけないか」

僕は返すのにいい言葉を探したが、やっと出てきたのは情けないほ

ど震えた声だった。

「どうしても、ですか」

「ハルノ君は、俺を不思議がらないんだな。演奏会の音源、ちゃんと

届けてくれよ」

そう言って、先生は闇のホールへと消えていった。

パチッと二階席の電気も落とす。漆黒のハコの底から聴こえてくるの

は、もう二度と聴くことのできない、会えない先生が残していった、

重厚な組曲の荘厳なエンディングだ。

● 問題 以下に指定するタイトルに相応しいショートストー

リーを800字から1,200字で書きなさい。なお、タ

イトル欄には「途切れない音響」と記入すること。

タイトル　「途切れない音響」

一般入学試験（前期・専願型）
大学入試センター試験利用入学試験（一科目利用）
社会人・シニア特別選抜試験（B 日程）
帰国生特別選抜試験
外国人留学生特別選抜試験
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参考解答

　僕には記憶が無い。カーテンのすき間から差し込む朝日が眩しくて

目を開けた時、そこには僕の知らない世界が広がっていた。

　「ここはどこですか？」と、赤ん坊をあやすゆりかごの様に、優しく

揺れるロッキングチェアにすわる老人に問いかけた。だが、返事は無

い。その代わり、老人の膝の上で居心地の良さそうにまるまってい

る、漆の様に黒く艷やかな毛並をした猫が、僕の問いに答えた。

　「起きたのか、りんご泥ボウ。」泥ボウ？僕がいつ泥ボウになった

のさ！と僕が言い返すより前に、猫は続けてこう言った。「お前さんは

気を失っていたんだよ、俺らのりんご畑でな。」何故りんご畑で気を

失っていたのか…と僕が考え込んでいると、猫が老人の膝の上から

飛び降り、僕のねむるベッドの上に来てこう言った。「まぁ、お前さん

が泥ボウであろうが無かろうが何てものはどうでもいい。そのかわ

り、お墓を立ててやってくれないか？俺の旦那さま死んだんだ…。」と

猫は消え入りそうな声で言った。あの老人、死んでいたのか。猫の話

を聞いてロッキングチェアの方に目をやると、優しい日に包まれて、

死人とは思えないくらいおだやかな顔で眠る老人がいた。その様子

からするに、死んでまだ日は経っていないのだろうか。

　僕には記憶が無い。それ故、ここを出ても帰るべき所がわからな

い。だから猫の、『お墓を立ててくれ』という要求を受け入れることに

した。

　幸い、ケガはしていなかった為、さっそく取りかかることにした、こ

の家は森の中にある為、埋める所は沢山ある。老人は思ったよりも

軽く、僕一人でも運ぶことができた。家から一番近い木の下に埋めよ

うと、スコップで穴を掘っていると、急に僕の背後から、「おい、まさ

かお前さん、そこに埋めるつもりじゃ無いだろうな？」何か問題でも？

と猫に言った。すると猫は、ついて来いと言わんばかりに、線の細い

アゴをくいっとさせ、森の中へと消えていった。

　老人を背負い、急いで猫の後を付けたが姿はもう見えない。暗い

森の中をひたすら歩いた。気がつくと、目の前を覆っていた木々が無

くなり、草が青く茂る、崖の上に立っていた。そこに猫もいた。そして

また、アゴをくいっとさせ、ここに埋めろと言った。猫が指したのは、

その崖に一本だけあった木の下だった。

　老人の墓を立て終わり、木の下であお向けになって寝そべった。こ

もれ日がきれいで、ずっと前からここを知っているような、なつかしい

気持ちになった。

　猫が僕の隣に来て言った、「そういう事だよ。」記憶の無い僕には

死人を片す場所にこだわるのが理解できなかった。だが今は分から

ずともこの場所が教えてくれる。そして僕と猫は寄り添うように、日だ

まりに包まれ眠りについた。

● 問題 以下に指定するタイトルに相応しいショートストー

リーを800字から1,200字で書きなさい。なお、タ

イトル欄には「不可解な清掃」と記入すること。

タイトル　「不可解な清掃」

一般入学試験（後期）
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参考解答

平面構成 180分

● 教員からのアドバイス

　平面構成とは、一定のルールや制約に基づき、与えられたテーマを

表現するために、平面上に色と形を配置し、構成をすることです。こ

れまでも全国の多くのデザイン系大学で用いられてきた、基本的な

デザイン課題です。本入試では、基本レベルを出題しています。

　奇をねらった個人的な表現ではなく、与えられたテーマを的確に

表現できていて、それが相手に伝わることが重要です。また、日頃の

色や形への興味や、観察力も活かすことができます。

　また、試験時間内に、自作についての解説を100文字以内の文章

で書いていただきますが、自作をどれだけ客観的に文章化できるかど

うかも大切な採点要素となります。

● 問題 「上昇」をテーマとし、正円３つ、直線１本、曲線２本を

使用し、美しい色彩構成をしなさい。

 また、所定の用紙に制作意図を100字以内で記述し

なさい。

自己推薦入学試験 A
社会人・シニア特別選抜試験（Ａ日程）

● 試験時間 180分

● 出題内容 与えられたテーマに基づき、直線や

曲線、図形を使用し美しい平面構成

をする。また、所定の用紙に制作意

図を100文字以内で記述する。

● 評価のポイント １）問題文の読解力、理解力

 ２）基本的な色彩感覚、作図、

 　　彩色などの技術

 ３）独創性と客観性

● 大学で用意するもの Ａ３イラストボード

● 受験者が用意するもの ポスターカラーまたは不透明水彩用
具一式、鉛筆デッサン用具一式、マ

スキングテープ、30cm以上の定規　

コンパス、その他デザイン用具一式

● 条件

１　配布されたＡ３イラストボードは横位置で使用し、ボードの内

側１cmに線を引き、枠線内を制作画面とする。

２　枠線は鉛筆の線を残しても良しとする。

３　マスキングテープは使用してもかまわない。

４　白く見せたい部分は白を塗ること。

５　必ず４色で構成すること。

　　（白は色数に含まない。白とする部分は白を塗ること） 

制作画面

枠線
1㎝

　たんぽぽが風に吹かれて上昇する様子をイメージしました。全体

的に明るい色調にして、晴れた日の暖かさを表現しました。曲線で不

規則な風を表し、その風に吹かれたたんぽぽが空に上がっていく動

きをつけました。
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平
面
構
成

参考解答

参考解答なし

● 問題 「すっぱい」をテーマとし、三角形３つ、直線１本、曲線

３本を使用し、美しい色彩構成をしなさい。

 また、所定の用紙に制作意図を100字以内で記述し

なさい。

一般入学試験（後期）

● 問題 「リズム」をテーマとし、正円３つ、直線１本、曲線２本

を使用し、美しい色彩構成をしなさい。

 また、所定の用紙に制作意図を100字以内で記述し

なさい。

一般入学試験（前期・専願型）
大学入試センター試験利用入学試験（一科目利用）
社会人・シニア特別選抜試験（B 日程）
帰国生特別選抜試験
外国人留学生特別選抜試験

参考解答

参考解答なし
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参考解答

● 問題 「風」をテーマとし、三角形３つ、直線１本、曲線２本を

使用し、美しい色彩構成をしなさい。

 また、所定の用紙に制作意図を100字以内で記述し

なさい。

平面構成
出題・解答例（昨年度）

　落ち葉を運ぶ秋風をイメージして構成しました。赤・黄・橙の配置

を曲線や直線に沿わせることで、風の動きを表現しました。全体的

に落ち着いた色や、紅葉をイメージした色を使うことで、秋の雰囲気

も作りました。

　初夏に吹く、優しいそよ風をイメージしました。構成は、シンプルで

流れを感じさせるようにし、色彩は初夏を表すためさわやかな色を多

用しました。黄色で夏本番は、すぐ近くまできているのを表現しまし

た。

　紙ひこうきが風で飛ぶイメージです。自然の中で飛んでいる事を表

現したかったため、植物を緑、太陽を黄色とイメージし使用しまし

た。紙ひこうきや黄色をグラデーションにすることで、太陽との距離

を表現しました。
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教科科目

英　語 国　語

● 出題範囲 コミュニケーション英語Ⅰ・Ⅱ、英語
表現Ⅰ（筆記試験のみ）（リスニングテ
スト及びスピーキングテストは実施し

ない）

● 評価のポイント 英語の基本的理解力及び読解力

● 受験者が用意するもの 鉛筆またはシャープペンシル、消しゴ

ム、鉛筆削り

 ※上記以外の使用は認めない

→問題・参考解答は P.58 をご覧ください。

（受験票・時計を除く）

● 出題範囲 国語総合（古文・漢文を除く）

● 評価のポイント 日本語の読解力及び日本語による表現力

● 受験者が用意するもの 鉛筆またはシャープペンシル、消しゴ

ム、鉛筆削り

 ※上記以外の使用は認めない

→問題・参考解答は P.63 をご覧ください。

（受験票・時計を除く）
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日本史数　学

● 出題範囲 日本史 B

● 評価のポイント 歴史の基礎についての理解力

● 受験者が用意するもの 鉛筆またはシャープペンシル、消しゴ

ム、鉛筆削り

 ※上記以外の使用は認めない

→問題・参考解答は P.73 をご覧ください。

（受験票・時計を除く）

● 出題範囲 数学Ⅰ・数学Ⅱ、数学A、数学 B
 空欄補充式（80点）と記述式（20点）

による。数学 A については「場合の

数と確立」、図形の性質」から 1 題を

選択して解答する。数学 B について

は「数列」、「ベクトル」から 1 題を

選択して解答する。

● 評価のポイント 数学の基礎についての理解力

● 受験者が用意するもの 鉛筆またはシャープペンシル、消しゴ

ム、鉛筆削り

 ※上記以外の使用は認めない

→問題・参考解答は P.71 をご覧ください。

（受験票・時計を除く）
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英語 自己推薦入学試験Ｂ

A D 50  
 

A (1) (5) 1 5  
  

 
(1)  May I talk to him? 
(2)  Haven’t I met you somewhere? 
(3)  Sorry to have kept you waiting. 
(4)  I hear Ms. Price was arrested for speeding. 
(5)  Are you tired? 
 

1   Oh, it’s quite all right. 
2   Certainly. 
3   I knew she would be. 
4   No, not in the least. 
5   You are right. 

 
B (1) (2)  

1 3 2 4 
(1) 

1  How long? 
2  Yes, I guess that would be all right. 
3  Is there any chance of my borrowing your typewriter? 
4  Until the end of the month. 

 
(2) 

1  I was really happy to hear you got the job. 
2  Next Monday. 
3  Thanks. I’m looking forward to starting. 
4  When will that be? 

 
C (1) (6) 1 4  

 
(1) I ran ____ his telephone number in my old cell phone. 

1  cross       2  into       3  across     4  out 
 

 
(6)  

No ___  ___  ___  ___  ___  than the train started. 
1  the station     2  reached      3  sooner    4  he    5  had 

 
 

A B 50  
* [ ]  

 
A  
 

Personal Space in Japan 
 
Takeshi: Hi James. Were you up late last night again surfing the net? 
James:  Oh hi Takeshi. Hi Naoko.  I found a site with an interesting article about human 

relationships in Japan. Is it true that you’re supposed to be about 90 centimeters apart 
when you bow to one another? 

Naoko:   But there are still people who prefer to bow at a more traditional distance of one 
meter. 

James:  Wow, one meter.  
Naoko:  It has to do with keeping a respectful distance  someone till you get to know them. 

Keeping one’s personal space is an important concept in human relations in Japan.  
Takeshi: Did you know in olden times that people would keep a distance of one sword’s* length 

away from another person when they bowed. This was for personal safety reasons,  
course. 

Naoko:  Some people say you should keep enough distance from people in order not to step on 
their shadow. Stepping on someone’s shadow you don’t know is considered rude, an 
invasion of personal space. In fact, kids like to play a game where they pretend to be 
mean to their friends by stepping  each other’s shadows. 

James:  I’ve heard of that. 
Takeshi:  In school, classmates know about keeping a respectful distance from others – until they 

become a part of the group, that is. 
Naoko:  That’s right. These rules about distance relax a bit when you become more personally 

close to someone, or become part of a tight-knit* group. 
James:  Well, it’s gotta be difficult figuring out just how much personal space to give those 

around you. It must be awkward trying to close that gap. 
Takeshi: Not really. There are ways to naturally reduce the amount of personal space in a 

relationship. For example, inviting someone to your home is a good indicator that you 

(2) I can figure ____ what she is trying to say. 
1  about      2  in          3  out       4  on 

  
(3) Excuse me. I wonder if you could tell me where ____ find a bank. 

1  I can       2  I will       3  could I    4  do I     
  
(4) The supermarket ____ I buy most of my weekly food closed last week. 

1  where      2  that        3  when     4  which 
  
(5) There was no ____ but to go to hospital and have the operation. 

1  preference    2  selection     3  alternative     4  use 
 
(6) A ____ president of the United States of America visited our school last week. 

1  earlier     2  once      3  last     4  former 
  
D (1) (6) 1 5  

 
1 3 2 5 4 

 
(1)  

It ___  ___  ___  ___  ___  everyone travels overseas. 
1  almost    2  be     3  long     4  won’t    5  before   

 
(2)   

The ship became smaller and smaller, ___  ___  ___  ___  ___ out of sight. 
1  went      2  at     3  it      4  till     5  last     

 
(3)  

Had ___  ___  ___  ___  ___  effort, he would not have succeeded in his business. 
1  his     2  not     3  for    4  been    5  it  

 
(4)  

No ___  ___  ___  ___  ___ , you will not get to the airport on time.  
1  how       2  matter      3  you      4  fast      5  drive  

 
(5)  

We turned off the TV ___  ___  ___  ___  ___ our son.  
1  as        2  to      3  so       4  not      5  disturb       

want to be personally closer to someone. Giving presents is another way to bridge the 
gap. 

Naoko:  Going out drinking with friends and colleagues after work is a great way to move 
towards a closer friendship. I remember when I started my new job in Kyoto, it wasn’t 
until I went out drinking with my co-workers a few times that I started to feel closer 
to them. That really helped make me feel a part of the group. 

Takeshi: And even simple things like sitting close together by the heater in winter can reduce 
the psychological space between people. One way Japanese people especially love to 
bond is by going to hot springs together. It’s a good place for mixing with others as part 
of a larger community in a warm atmosphere. Shedding one’s clothes while bathing 
with others requires a certain amount of letting down barriers and opening up to them. 

James:  I get it. You work little by little over time to reduce the amount of space you need to 
keep between you and someone else. 

Naoko:  And then invading someone’s personal space, or keeping a fixed distance from someone, 
becomes less of an issue in personal relationships. 

 
[ ] sword tight-knit  
 
 
(1) 1 4  

1 Not really. 
2 Thanks for asking. 
3 Did you know? 
4 As a matter of fact, 

 
(2) 1 4  

1 It’s alright. 
2 No it’s right. 
3 That’s about right. 
4 That’s about it. 

 
(3) 1 4  

1 Did they know that? 
2 Why is that? 
3 That is known. 
4 I know that. 
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(4) (A) (C) 1 6
 

A   from  B   on C   of 
 
1 (B) - (C) - (A) 
2 (A) - (B) - (C) 
3  (C) - (B) - (A) 
4  (B) - (A) - (C) 
5  (A) - (C) - (B) 
6  (C) - (A) - (B) 

 
(5)  [1] [4] 1 4

 
[1]  Which of the following statements is true? 

1 James knows nothing about personal space in Japan. 
2 Playing games is considered rude in Japan. 
3 Invading personal space is impolite in Japan. 
4 Swords were used to measure people’s shadows in Japan. 

 
[2]  Which of the following statements is false? 

1 Personal space in Japan shrinks the more you come to know someone. 
2 It’s impossible to tell how much personal space to allow between people in Japan. 
3 In Japan, it’s possible to work at reducing the distance considered polite between you and 

others. 
4 There are signals you can send to others that say you want to be closer. 

 
[3]  Which of the following statements is false? 

1 In Japan, drinking alcohol with others can help to bridge the gap between those involved. 
2 Personal distance rules in Japan are relaxed once you get to know someone. 
3 One should be conscious in Japan of another person’s shadow. 
4 Bowing allows you to get closer to someone in Japan. 

 
[4]  Which of the following statements is true? 

1 Personal space is less of an issue once you get to know someone in Japan. 
2 Personal space is no longer an issue once you get to know someone in Japan. 
3 In Japan, psychological space is increased once people begin to bond. 
4 Giving presents and going out drinking alcohol with others make it less easy to bond with 

people. 

is just below the surface. Wabi sabi remains with us today as an expression of the higher ideals 
of simple beauty in Japanese art. 
 
[ ] subdue spare contemplate  
 
 
(1)  [1] [5] 1 4  

 
 
[1] Japanese traditional art is known for its __________. 

1 user 
2 usable 
3 usefulness 
4 using 

  
[2] Wabi sabi ideas began in ancient __________. 

1 styles 
2 ornaments 
3 years 
4 times 

 
[3] Japanese design is often __________. 

1 understated 
2 overstated 
3 complicated 
4 sophisticated 

 
[4] Buddhists in Japan were able to __________ the bad to the good in their minds. 

1 see 
2 change 
3 transformation 
4 find 

 
[5] Wabi sabi was once associated with __________ values. 

1 positive 
2 elegant 
3 negative 
4 simple 

 
B  
 
 

Simplicity in Japanese Art 
 

Japanese traditional art, and to a lesser extent Japanese modern art, is known for its simplicity 
and elegance. In traditional Japanese architecture for example, one finds empty space, a lack of 
ornamentation, and plain colors. Such buildings are said to possess a simple, useful, elegant 
beauty. Similar qualities are found in the Japanese arts and literature. For example, Japanese 
pottery design is often simple and subdued*, while the structure of Japanese poetry is spare* and 
uncomplicated. These art forms reflect a simplicity and elegance that is highly prized in Japanese 
art. The Japanese term for this quality is wabi sabi, and these ideals originated in Buddhist ideas 
from the medieval period, almost one thousand years ago. 

Originally, wabi sabi was taken to mean something less positive, and expressed qualities such 
as loneliness, emptiness, sadness, anxiety, old age, etc. Today, wabi sabi describes more positive 
qualities such as simplicity, elegance, good taste, refinement, and inner beauty. How did this 
change come about? 

It happened as a result of changes in attitude toward unfavorable conditions – many things in 
life that were seen in a negative way began to be seen more positively. Stated simply, by looking 
at the bad, ancient Buddhists were able to see the good.  

An example of this might be a lonely, wandering monk, who leads a solitary life. He soon comes 
to realize that he is in fact free from the materialism and problems of mainstream life. His 
isolation actually allows him to live a simple, peaceful life connected to the world of nature. The 
monk begins to value this simple life, and he finds peace where there was once only loneliness. 
Herein lies the origin of simplicity as a positive aesthetic in Japan. 

Buddhists of the period continued to develop this idea of finding good in the bad, of seeing 
beauty in simplicity. For example, with training, one could transform the loneliness and despair 
felt when looking at falling, dead leaves by imagining the blooming cherry blossoms of the coming 
spring. One could appreciate the simple beauty that was below the surface, out of sight. 

Buddhists of the Zen school took this idea even further with their concept of nonexistence, or 
emptiness (and what could be more simple than emptiness?) Zen does not consider nothingness 
as a state of absence, but rather, nothingness allows us to see the existence behind the empty 
space. So for example, the magnificent full moon, beautiful natural scenery, lovely flowers, etc, 
all these things exist in simple empty space, or nonexistence. Contemplating* simplicity reveals 
the beauty that is underneath, out of sight. 

Fast forward to today and it is a bit easier to understand how seemingly negative values like 
“simple”, “spare”, “unadorned”, and “understated” can help us appreciate the beauty in art that 

 
(2)  [6] [9] 1 4  

 
 
[6] Which of the following statements is false? 

1 If we look closely, we can see beauty that is invisible. 
2 Beauty exists even if we can’t see it. 
3 What we can’t see does not exist. 
4 A beautiful painting exists in empty space. 

 
[7] Which of the following statements is true? 

1 Wabi sabi is a new idea in Japan. 
2 The idea “simple is beautiful” started with Japanese monks. 
3 Living alone always makes people unhappy. 
4 Material things always make people happy. 

 
[8] Which of the following statements is false? 

1 Nonexistence means nothing is there. 
2 Things exist behind empty space. 
3 Emptiness is simple. 
4 Simple is beautiful. 

 
[9] Which of the following statements is true? 

1 Wabi sabi is an idea from the past that is no longer popular. 
2 Bright colors and complex designs represent traditional values in Japanese art. 
3 We should always avoid loneliness, sadness and emptiness. 
4 To a Buddhist, a glass is half full, rather than half empty. 

 
 
(3)  [10] [12] 1  

 
 
[10] Emptiness can _____  (_____)  _____. 

1   inner  2   contain  3   beauty 
 
[11] Wabi sabi evolved into a new way of thinking, or a _____  (_____)  _____. 

1.  in   2.  attitude  3.  change 
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[12] With open minds, we can appreciate _____  (_____)  _____. 
1.  the surface  2.  beauty  3.  below 

 
 
(4) [13] [14]  
 
[13] Summarize why simplicity in Japanese art is highly valued. 
 
 
[14] Explain how wabi sabi was transformed into a positive idea. 
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一般入学試験（前期）

 
A C 50  

 
A (1) (5) 1 5

  
 
(1)  Where’s the nearest train station? 
(2)  How can I get from this airport into the city? 
(3)  Thanks for your help. 
(4)  So about how long does it take to go by bus? 
(5)  Oh, look! Here comes a taxi. TAXI!  
 

1   Oh, you’re lucky. You didn’t have to go to the station. 
2   Well, it depends on the traffic. 
3   You can take a bus, train or taxi. Its up to you. 
4   Follow this street. Then, at the third traffic light, turn right. 
5   Sure. Good luck. 

 
B (1) (2)  

1 3 2 4 
 

(1)   
1  Unsupervised? 
2  Don’t worry. You can see them from here. 
3  Where are the kids? 
4  I told them they could play on the jungle gym. 

 
(2) 

1  I’m doing both at the same time. 
2  No, you’re not. You’re doing your homework. 
3  But I’m watching this show. 
4  Would you please turn off the TV? 

   
C (1) (6) 1 4

 
 

(5)  
I’m looking  ___  ___  ___  from you. 
1 to 2 hearing 3 forward 

 
(6)  

Clocks are instruments  ___  ___  ___  measure time. 
1 with 2 to 3 which          

 
 

A B 50  
* [ ]  

 
A  
 

A Japanese Sense of the Seasons 
 
Kenji:    Hey Michael, why so glum*? I thought you were excited about leaving for Japan and 

your new ALT job. 
Michael:  Hi Kenji. Well, I got another letter from my homestay family, and  
Sarah:    What do you mean? 
Michael:  I know it’s winter there now, but Mr. Okuda has me thinking I’m gonna freeze to death. 

Last week his letter began “The cold gets more severe with each passing day”, and in 
today’s letter he starts “In this time of piercing cold.” 

Sarah:  Your homestay father is using formal seasonal greetings to begin his letters to you. 
A sense of the seasons is very important in Japanese culture. I saw a lot of that when 
I stayed with my homestay family last year. 

Kenji:  Japanese people are very aware of the seasons, and this feeling can be traced back 
 ancient times.  

Michael:  How so, Kenji? 
Kenji: Well, long ago, agriculture was the center of life in Japan. Everyone lived in accordance 

with the rice-farming schedule. People were really concerned with nature and the 
seasons. 

Michael:  What about today in the big cities? Aren’t people kind of removed from nature? 
Kenji:    Modern Japanese have inherited these attitudes from their ancestors, and the seasons 

are still closely connected with contemporary life. This sense of the seasons has a great 
influence on Japanese lifestyles. For example, people will change the color of dishes 
they use according to the seasons. There are colors of stationery that change  the 
seasons as well. 

(1) Would you help me to look  ____  my purse? 
1 on 2 in 3 for 4 down 

 
(2) My brother expects to graduate  ___  college next year. 

1 behind 2 from 3 to 4 into 
  
(3) Mr. Dawson has neither the time  ___  the energy to start a new job. 

1 nor 2 and 3 or 4 but    
  
(4) He is independent  ___  his parents. 

1 for 2 on 3 in 4 of 
  
(5) I  ____  five laps in the pool this morning.   

1 ran 2 went 3 swam 4 sailed 
 
(6) I have to  ___  my dog to the veterinarian. 

1 take 2 transport 3 give 4 sell 
 
D (1) (6) 1 3

 
1 3 2 

 
(1)  

It was necessary  ___  ___  ___  work together for our company. 
1 us 2 for 3 to 
 

(2)  
Shyness  ___  ___  ___  making friends. 
1 prevented 2 from 3 her  

 
(3)  

You can say  ___  ___  ___  to say. 
1 want 2 you 3 whatever 

 
(4)  

If ___  ___  ___  been for the medicine, the patient might have died. 
1 not 2 had 3 it 

 

Sarah:    And the foods change, too. I remember my homestay family being crazy about eating 
eel in the summer and mackerel* in the fall. And mochi is really big around the New 
Year holiday.  

Kenji:    Even the architecture gives a nod to the seasons. Most Japanese homes have movable 
partitions instead  fixed interior walls, so the inside of houses can adapt to the 
seasons.  

Sarah:    Oh Michael, you’re going to love the summer and autumn festivals, with so many 
people parading and dancing in the streets. 

Kenji:    Sarah, did you know the autumn festivals originated in old religious rites to pray for a 
good harvest? Say, didn’t you dance at Hanagasa last year? 

Sarah:    It was awesome. I danced like a fool for two kilometers. I never saw so many smiling 
people. 

Michael:  That all sounds so cool. So what do you guys think I can do to show my sense of the 
seasons while I’m in Japan? 

Kenji:    Just follow the lead of the people around you, and enjoy the passing of the seasons. 
Sarah:    And don’t forget to eat lots of mochi at the New Year. 
Kenji:    Hey Michael, where are you going? 
Michael:  I’m going to shop for a couple of extra sweaters. I don’t want to be left out in the cold! 
 
[ ] glum mackerel  
 
(1) 1 4  

1  he’s not a bit worried. 
2  it’s got me a bit worried. 
3  they worry about me a bit. 
4 I’m worried about them a bit. 

 
(2) 1 4  

1  I know what’s here. 
2  He’s going on here. 
3  I know what’s going there. 
4 I know what’s going on here. 

 
(3) 1 4  

1  She’s right, Sarah. 
2  He’s right, Sarah. 
3  That’s right, Sarah. 
4  That’s Sarah, right? 
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(4) (A) (C) 1 6
 

(A) of (B) to (C) with 
 

1 (C) - (A) - (B) 
2 (C) - (B) - (A) 
3 (B) - (A) - (C) 
4 (B) - (C) - (A) 
5 (A) - (C) - (B) 
6 (A) - (B) - (C) 

 
(5)  [1] [4] 1 4

 
 
[1]  Which of the following statements is false? 

1  The seasons have an influence on architecture in Japan. 
2  Architecture influences the seasons in Japan. 
3  Shoji panels help people adapt to seasonal changes. 
4  Japanese people can alter their homes according to the season. 

 
[2]  Which of the following statements is true? 

1  People in modern day Japan are disconnected from the seasons. 
2  People living in big cities in Japan are forgetting about nature and the seasons. 
3  Japanese people are not keenly aware of the seasons anymore. 
4  A sense of the seasons in Japan has its roots in farming. 

 
[3]  Which of the following statements is true? 

1  Michael was not alarmed by the tone of Mr. Okuda’s letter. 
2  Sarah didn’t seem to understand Mr. Okuda’s letter. 
3  Michael didn’t seem to understand Mr. Okuda’s letter. 
4  Mr. Okuda’s seasonal greeting was appreciated by Michael. 

 
[4]  Which of the following statements is false? 

1  Religious ceremonies influenced the fall festivals in Japan. 
2  Agriculture does not have much to do with big city life in Japan. 
3  Seasons affect the way people write letters in Japan. 
4  Certain types of food are associated with different seasons.     

 

[1] Japanese people give gifts at ____________ times. 
1 spatial 
2 best 
3 better 
4 special 

 
[2] When a family gives a gift to another family in Japan, the other family is ____________ to 

give a gift in return. 
1 inspected 
2 expected 
3 respected 
4 rejected 

 
[3] In the West, giving money as a gift is not considered ____________ . 

1 appreciate 
2 enough 
3 appropriate 
4 bribery 

 
[4] Westerners expect ____________ in return when they give a gift to someone. 

1 nothing 
2 something 
3 anything 
4 everything 

 
[5] A person should think about a gift’s usefulness when ____________ what to buy for someone. 

1 decision 
2 choose 
3 choice 
4 deciding 

 
(2)   [6] [9] 1 4

 
[6] Which of the following statements is true about gift giving in Japan? 

1 Gifts are rarely given when someone dies. 
2 Gifts are almost never given to say you are sorry to someone. 
3 If you receive a gift, you are always obligated to return the favor. 
4 As a gift, money is hardly practical at all. 

B  
 

Gift Giving in Japan 
 

Throughout the year, Japanese people give gifts to each other. On important occasions, a huge 
amount of money and goods is delivered all over Japan. These gifts can be classified into three 
main types: seasonal gifts, ceremonial gifts, and gifts for other occasions. Whatever the reason, 
Japanese people are big gift givers.  

For example, money gifts are given on New Year’s Day, summer and winter gifts are given in 
July and December, gifts are given at birth, on the occasion of death, when entering school, 
visiting homes, returning from trips, expressing apologies, celebrating old age, and so on. In fact, 
gift giving occurs at almost all significant events in Japanese life. One characteristic of gift giving 
in Japan is the idea of social obligation. This concept of owing another underlies the process of 
gift giving. So for example, when a family makes a gift to another family on some important 
occasion, the other family is then obligated to reciprocate in return. The families will then give 
each other gifts continuously, in order to prevent any imbalance in the gift giving process. And 
the value of the gifts exchanged must be carefully calculated so that they are roughly equivalent. 
This sense of balancing relationships through gift giving is very important in Japan. 

Another characteristic of gift giving in Japan is practicality. A gift’s usefulness is an important 
consideration when being chosen. A child entering school may be given pens and stationery, for 
example. When a young person enters the job market, they might receive suits, neckties, etc. 
Bosses may be on the receiving end of gifts such as beer, cookies, frozen fish, tea – anything that 
can be useful in daily life. Even salad oil, because of its usefulness in the kitchen, has a value that 
can be appreciated by anyone receiving a gift. And since money is the most practical gift of all, 
Japanese people frequently give money as a present. 

Comparing gift giving in the West, one of the biggest contrasts is that while money can be a 
proper gift in Japan, in the West it may be looked at suspiciously. For example, making a gift of 
money to one’s boss can be OK in Japan, but in the West it might be considered a form of bribery. 

Another comparison with the West is that while gift giving in Japan is highly formalized, gift 
givers in the West have more freedom to choose gifts for their friends and family. What to give as 
a present is a highly individual choice, while in Japan gifts are often seen as going from family to 
family. In addition, westerners often give gifts without expecting anything in return, and give just 
because they want to. In Japan however, it is the balancing of relationships that strongly 
influences the giving of gifts. 
 
(1)  [1] [5] 1 4

 
 

 
[7] Which of the following statements is false? 

1 A westerner would consider bribing his or her boss with money. 
2 A housewife might expect to receive a set of brushes as a gift. 
3 Westerners hesitate to give money as a gift. 
4 A pair of reading glasses might be considered an appropriate gift for an old person in Japan. 

 
[8] Which of the following statements is false? 

1 Three main types of gifts have been identified in Japan. 
2 Gift givers in Japan have a lot of freedom in what to choose as a gift. 
3 Gift giving in Japan centers around balancing social obligations. 
4 When the seasons change, gift giving picks up in Japan. 

 
[9] Which of the following statements is true? 

1 Japanese people give gifts only at certain times of the year. 
2 Impractical gifts are frequently given in Japan. 
3 Japanese people give gifts just because they want to. 
4 In Japan, gifts generally should be of equal value when exchanged. 

 
(3)  [10] [12] 1

 
 
[10] In gift giving in Japan, people _____  _____  (_____)  in social relationships. 

1 to maintain 2 seek 3 balance 
 
[11] Westerners _____  _____  (_____) an improper gift. 

1 money 2 to be 3 consider 
 
[12] Practical gifts _____  _____  (_____) in Japan. 

1 desired 2 highly 3 are 
 
(4) [13] [14]  
 
[13] How can you make sure you are giving the right gift to someone in Japan? 
 
[14]  Why can’t a person in Japan choose anything they want to give as a gift to someone?   
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教科科目解答

英語　自己推薦入学試験Ｂ

２ ５ １ ３ ４

 ３ １ ４ ２

 １ ３ ４ ２

 ３ ３ １ １ ３ ４

 ４ ２ ３ ５ １

 ４ ２ ５ ３ １

 ５ ２ ４ ３ １

 ２ １ ４ ３ ５

 ３ １ ４ ２ ５

 ３ ５ ４ ２ １

 ４ ３ ２ ５

 ３ ２ ４ １

 ３ ４ １ ２ ３

 ３ ２ １ ４

 １ １ ３

Starting with Buddhist ideas almost 1000 years ago, Japanese people 
began to appreciate simplicity in art, architecture, and literature. To this 
day, simplicity remains high prized in Japanese arts.

Ancient Buddhists were able to see good in the bad. For example, a monk 
in isolation could come to appreciate the peacefulness of a simple life. Or 
one contemplating dying leaves could imagine blooming cherry blossoms of 
the coming spring.
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４ ３ ５ ２ １

 ３ ４ １ ２

 ４ ３ ２ １

 ３ ２ １ ４ ３ １

 ２ １ ３

 ３ ２ １

 ３ １ ２

 １ ３ ２

 ３ ２ １

 １ ３ ２

 ２ ４ ３ ４

 ２ ４ ３ ２

 ４ ２ ３ １ ４

 ３ １ ２ ４

 ３ ２ １

Think about what might be useful to the person you’re giving a gift to. Con-
sider the time of year when you are giving a gift. And if you are giving a gift 
in return, make sure the gift you are giving is of equal value to the gift you
received.

Gifts in Japan are usually given for a specific reason, to acknowledge a 
birth or a death, a change in the seasons,etc. Gifts in Japan are not gener-
ally given freely from individual to individual, but rather from family to 

family. And most importantly one doesn’t give a gift in Japan just because 
one wants to - it is the balancing of relationships that influences the giving 
of gifts.
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第１問 第２問

第１問 第２問 第４問

第３問

第３問

第４問

（1）　直線y＝－x＋４とx軸、y軸の交点を求めればよい
　（０，４），（４，０）　 ゆえに、d＝４

（2） y ’＝３ax２＋２bx＋c
x＝１のとき y＝a＋b＋c＋４＝０……①
                 y ’＝３a＋２b＋c＝０……②
x軸との交点は（４，０）なので

64a＋16b＋４c＋４＝０……③
①，②，③より、　a＝－１，　b＝６，　c＝－９

（3）　yの増減表は次のようになる

また、x＝４のときy＝０

これより、yのグラフをかくと図のようになる。

（4）　－x３＋６x２‐９x＋４－（－x＋４）＝０をとくと、
－x(x－４）(x－２）＝０
x＝０，４での交点は既知なので、求める交点はx＝２のとき、

　（x，y）＝（２，２）

x

x

y ’
y

y

y＝－x+４

y＝－x3+6x2－9x+4

…
－
→

1
0
０

…
+
→

…
－
→

3
0
4

4

0 1 3 4

a 14

５ ３

２－

－９x２＋33x－25

（　　　　　　）a

３

６ ２

－0.78

２

４

3

30

2

25

7
4

８
27

１
16

a１
2

b１
2

c

65
1296

＋

＋ ＋ －4n+104

1

３
３

52

1300

→ → →

数学　一般入学試験（前期）

３

０

０

０

３

２

３

x５y３

３

５

4

２：１

１：３

６

２log3２

12
35

18
35

4
27

π
２

３
５

12n+１

５7
５

17

5117

１＋ ９

３96 －128
11

（３＋t，１－２t）

90°

（1）　x２－18x＋y２－18y＋81＝０を変形して
  （x－９）２＋（y－９）２＝81＝９２より

　　 中心の座標は（９，９），半径は９

（2）　

       領域Ｄは図の斜線部分である。
       但し、境界を含む

（3）　x＋y＝ kとおき、y＝－x＋ kとして図内で検討する。
最大値は図より（３，　 ）のときなので、最大値 k＝　　。

　　 最小値は直線y＝－x＋ kが原点に近い側で円に接するときである。
x２－18x＋（－x＋ k）２-18（－x＋ k）＋81＝０
２x２－２ k x＋ k 2－18 k＋81＝０
　 ＝ k 2－２（ k 2－18 k＋81）＝０

k＝18±９
ゆえに、 　 k＝18－９

15
２

21
２

Ｄ
４

２

２

x

y

（x－9）2+（y－9）2＝92

x+2y＝18

9

2
15

0

D

3 9

4
45

5x+4y＝45

０

－
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ウ ク オ エ

ア キ ウ ケ

カ キ ウ イ

② ③ ④ ①

徴　兵 屯田兵 文明開化

オ ウ エ

徳　　政 イ ウ エ

貧窮問答歌 山 上 憶 良

宮　　座

西 郷 隆 盛

イギリス

ウ

エ

イ

ウ

エ

ウ

リットン

二・二六事件

ア

イ

第１問

第１問

第２問

第３問

第３問

第３問

第２問

打ちこわし 浅　間　山 大塩（平八郎）

ウ コ ケ エ サ

江　　　戸

山　梨　県 愛　知　県

安　政 関東大震災 欠　食

ウ キ エ ケ カ

ア

昭 和 恐 慌

日本史　一般入学試験（前期）

ケ キ ソ カ ク

ア タ サ

イ ウ

イ エ

二 八 五 七

エ

ウ

エ

フ ネ キ チ ハ ニ ア

メ ト ミ ナ ソ テ ス

オ ケ ヌ

酒井田柿右衛門

赤　　　絵

宮 崎 友 禅

法　隆　寺

印　刷　物

239

ウ

尾 形 光 琳

装　飾　経

カ ア ウ

イ エ カ

ア オ イ エ

庭 訓 往 来

福　岡　県

東　海　道

奥 州 道 中

イ

鉄道国有法



アドミッション・ポリシー（入学者の受け入れ方針）

東北芸術工科大学は「藝術立国」という理念のもと、“人と自然を思いやる想像力と、社会を変

革する創造力を身につけ、自らの意思で未来を切り開くことができる人材の育成”を教育目標

としています。芸術学部及びデザイン工学部の入学者選抜では、それぞれの専門領域に即して

多面的・総合的に評価するために、次の観点から入学希望者を募集します。

①芸術やデザインに興味と熱意を持つ人

②高等学校までの学習および経験により培われた基本的な知識を持ち、主体的に学修できる人

③社会に興味を持ち、仲間とともに切磋琢磨して成長できる人

芸術学部

芸術は、美を求める純粋な心と知に基づくものであり、

人々に夢や希望を与え、新たな価値を生み出す力があります。

多様性を学び取る柔軟な姿勢と、自らの創造力や感性を粘り強く磨き続ける意志を身につけ、

芸術の力を社会の真の豊かさに向けて活かそうとする入学希望者を求めます。

デザイン工学部

デザインとは、見た目を装飾するだけではなく、今や「デザイン思考」として、

人間社会の改善や進化に必要不可欠な技術となっています。

自己表現や趣味にとどまらず、広く社会をイメージし、何のためにデザインを活用するべきなのか。

モノやコトに対するデザインを学び、社会に積極参加しようとする入学希望者を求めます。

月 日 曜日 時間（予定） 都市 会場 受験生作品等の展示あり

4

23 火 15:00 -18 :30 青 森 リンクステーションホール青森

26 金 13:00 -18 :30 山 形 山形国際ホテル

27 土 11:00 -17:30 山 形 山形テルサ ★

5

9 木 14:30 -18 :30 八 戸 八戸グランドホテル

10 金 15:00 -18 :30 秋 田 秋田アルヴェ

11 土 13:00 -16 :30 新 宿 新宿 NSビル ★

13 月 15:00 -19 :00 盛 岡 メトロポリタン盛岡 NEW WING

14 火 15:00 -18 :30 盛 岡 メトロポリタン盛岡 NEW WING

15 水 13:30 -18 :30 仙 台 仙台サンプラザ

15 水 13:30 -18 :00 山 形 ホテルメトロポリタン山形

16 木 15:00 -18 :30 郡 山 ビッグパレットふくしま

17 金 15:30 -18 :30 弘 前 アートホテル弘前シティ

18 土 13:00-16:00 青 森 リンクステーションホール青森

18 土 13:00-16:30 宇 都 宮 マロニエプラザ ★
19 日 12:30-15:30 仙 台 仙台国際センター ★

20 月 15:00-19:00 仙 台 アエル

26 日 13:00-16:30 仙 台 せんだいメディアテーク ★

6

1 土 12:30 -15:30 秋 田 秋田アルヴェ ★

1 土 13:00 -16 :30 津 田 沼 習志野文化ホール ★

6 木 12:30 -17:30 郡 山 ビッグパレットふくしま

8 土 10 :00 -17:00 東 京 ビッグサイト

9 日 12:30 -16 :00 大 宮 大宮ソニックシティ ★

10 月 15:30 -18 :30 八 戸 プラザアーバンホール

11 火 14:00 -18 :30 福 島 ザ・セレクトン福島

21 金 15:30 -18 :00 酒 田 酒田市総合文化センター

22 土 13:00 -16 :00 山 形 山形テルサ

24 月 15:00 -18 :30 仙 台 仙台サンプラザホール

26 水 13:00 -17:30 盛 岡 盛岡 タカヤアリーナ

7

6 土 12:00 -17:00 静 岡 ツインメッセ静岡 ★

7 日 12:30 -15:30 新 潟 新潟日報メディアシップ ★

7 日 13:00 -17:00 那 覇 沖縄産業支援センター

8 月 13:00 -17:30 山 形 ホテルメトロポリタン山形

10 水 10 :00 -18 :00 新 潟 産業振興センター

16 火 13:00 -16 :30 仙 台 仙台国際センター

29 月 13:00 -16 :30 長 野 メルパルク長野 ★

8 6 火 13:00 -17:00 札 幌 ホテル札幌ガーデンパレス ★

※詳細については、変更になる場合がありますので、必ず本学ホームページでご確認ください。

春のオープンキャンパス　5月25日（土）　　　　　　　
夏のオープンキャンパス　7月27日（土）・28日（日）　

BUS

学科・コースの説明や施設見学はもちろん、作品展示やワークショップなどの体験イベントももりだくさん！
各都市から無料送迎バスも運行！進路を決めた人も、考え中の人も必ず参加して欲しいビッグイベントです！
オープンキャンパスで、芸工大をとことん楽しんでください！！

東北芸術工科大学　入試課　〒990-9530　山形市上桜田 3-4-5　
Ｅ-mail：nyushi@aga.tuad.ac.jp　［ 高校生・受験生 専用ダイヤル ］TEL:0120-27-8160   FAX:0120-57-2154   http://www.tuad.ac.jp

@tuad

LINEの「友だち追加」から
「ID検索」で
登録してください。

年度進学相談会＆オープンキャンパス2019
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